
 
 

     ― 目  次 ― 
 
 
はじめに ········································································································  1 
 
プログラム ·····································································································  3 
 
開会のあいさつ                 法政大学総長 増田壽男 ··········  5 
 
趣旨説明           法政大学大学評価室担当常務理事 浜村 彰 ··········  7 
 
 
第 1 部 基調講演 

 
基調講演１ 
大学の質保証と国際化    立命館大学教育開発推進機構教授 安岡高志 ·········· 11 

 
基調講演２ 
法政大学における内部質保証      法政大学大学評価室長 公文 溥 ·········· 35 

 
 
第 2 部 話題提供・パネルディスカッション 

 
話題提供１ 
今後の大学評価の方向性とあり方   大学基準協会特任研究員 生和秀敏 ·········· 57 

 
話題提供２ 
高等教育政策における質保証とは  

文部科学省高等教育局企画官兼高等教育政策室長 榎本 剛 ·········· 73 
 
パネルディスカッション ··················································································· 85 
 
 
閉会のあいさつ     法政大学国際学術支援本部担当常務理事 徳安 彰 ·········· 97 
 
 
付録 ·············································································································· 99 
 登壇者略歴 
 アンケート結果 
 
 



 
はじめに 

 
大学評価室は、教育・研究の質保証と向上を目指して、発足以来２年間にわたる活動

を行ってまいりました。大学の自己点検・評価活動を、認証評価機関による外部評価へ

の対応を目的とするものから、大学が独自に質保証を行うものに変えることを目指して

活動してまいりました。 
しかしこの活動は手探りで、大学は何を目的として質保証の活動を行うのか、如何に

実行するかを、絶えず見直しながら進めてきたのが実態です。評価室が推進してまいり

ました自己点検評価活動を振り返り、次のステップに向けた方向を探ることを目的とし

て、「グローバル化時代における私立大学の質保証」をテーマとするシンポジウムを開

催いたしました。 
シンポジウムでは、立命館大学教育開発推進機構の安岡高志先生、大学基準協会特任

研究員生和秀敏先生、文部科学省榎本剛高等教育政策室長という、高等教育の領域で代

表的な方を講師としてお招きすることができました。文部科学省と大学基準協会が第二

期認証評価の在り方を模索しております時期に、専門家の方をお招きして知見をお聞き

できましたことは、私どもにとって大変参考になりました。心よりお礼申し上げます。

また、当日多くの大学関係者の方が、ご出席くださり、質疑に参加いただきました。改

めて感謝いたします。 
多くの皆様のご協力を無駄にすることなく今後の活動に生かすべく、報告書を作成い

たしました。本報告書が、大学の質保証に関心のある方の一助となれば幸いです。 
 

 
法政大学大学評価室長 公文 溥 
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法政大学大学評価室シンポジウム 

「グローバル化時代における私立大学の質保証」（2010.10.23 開催） 

 

＜プログラム＞ 

 

13：00～13：05 開会のご挨拶  法政大学総長    増田 壽男 

 

13：05～13：10 趣旨説明    法政大学常務理事  浜村 彰 

 

第１部  基調講演  

 

13：10～13：40 基調講演１ 「大学の質保証と国際化」 

            立命館大学教育開発推進機構教授 安岡 高志氏 

 

13：40～14：10 基調講演２ 「法政大学における内部質保証」 

            法政大学総長室付大学評価室長・教授 公文 溥  

 

14：10～14：30  休憩 

 

第２部 話題提供・パネルディスカッション  

 

14：30～14：50 話題提供１ 「今後の大学評価の方向性とあり方」 

            大学基準協会特任研究員 生和 秀敏氏 

 

14：50～15：10 話題提供２ 「高等教育政策における質保証とは」 

            文部科学省高等教育局企画官(兼)高等教育政策室長 

榎本 剛氏 

 

15：10～16：00 パネルディスカッション 

テーマ：「グローバル化時代における私立大学の質保証」 

コーディネーター 浜村彰 

パネリスト 安岡高志氏，生和秀敏氏，榎本剛氏，公文溥 

 

16：00～16：05 閉会のご挨拶  法政大学常務理事（国際学術支援本部担当） 

 徳安 彰  

 

司会 法政大学教授 川上忠重 
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開会のあいさつ 

 

 

 

 

法政大学総長  

増田 壽男 

 

 本日は多くの方が「グローバル化時代の私立大学の質保証」というテーマでお集まりい

ただきまして，誠にありがとうございます。 

 文科省より大学の質保証ということが提起されてまいりました。大学はそれまで質保証

など何にもしなかったというわけではありませんが、全大学が質保証に向かって邁進する

という事態になってきて，自己点検・評価の実施が義務化されてきたというのが現状でご

ざいます。 

 しかしながら，文科省からの要請という消極的な意味ではなくて，積極的な意味で大学

の質保証を一体どうするのか，また，グローバル時代ということを考えたときに，世界の

中で日本の大学はどういう地位にあるのか，大学ランキングにおいて日本の大学は何が問

題なのか，ということを考える必要があると思います。 

大学の数が非常に増加し，大学卒業にどういう意味があるのかということを社会がかな

り厳しく見るようになってきているという状況があります。 

 現在，大学の質保証は，専ら学生の質をどのように保証するかということを中心に行っ

ていますが，私は，大学を構成しているメンバーである研究者・教育者の先生と職員と学

生，この３者が一体となって質保証をするという体制をつくらない限り，なかなか難しい

と考えております。特に，研究者の質保証，教育者の質保証については自己研鑚の結果で

あるという形で，放置されている現状があり，その先生の質保証をせず，学生ばかり質保

証するというのはおこがましいのではないかという問題が必ず出てくると思います。 

 それから，職員は現在，比較的圏外にあると思われているかもしれませんけれども，私

立大学においては，職員の質がほぼ大学を決めるぐらい大きいファクターになりつつある

ということは間違いない事実でございます。そうすると，質保証ということを考えるとき

に，学生ばかり考えていていいのか，もうちょっと大きい目で，大学トータルの質という
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のはどこで決まるのかということを考える必要があると思います。 

 今日は素晴らしい講師の先生方に来て頂いております。積極的にいろいろな議論をして

いただき，本当に自分たちの考える質保証というものについて真剣に考える土台を創って

いただければありがたいと思います。本日の議論を期待しまして，ご挨拶に代えさせて頂

きます。どうもありがとうございました。 

 

－6－



趣旨説明 

 

 

 

法政大学大学評価室担当常務理事 

 浜村 彰 

 

本日はお忙しい中，本学のシンポジウムにご出席くださいました講演者の先生方並び

に出席者の皆様に改めて御礼を申し上げます。 

 ご存じのように，今日，大学はユニバーサル化とグローバル化の時代を迎え，大学の

教育内容の社会的信頼性と国際的な通用性が厳しく問われているところです。それぞれ

の大学でさまざまな取り組みをなさっていることと思いますけれども，本学におきまし

ても，昨年度，自由と進歩の建学の精神に基づく大学全体の理念，目的を見直し，新た

な３つのミッションを策定いたしました。 

 そのうちの１つの教育上のミッションとして，21世紀の難局を打開できる人間力豊か

なリーダーの育成を掲げております。そして，これに基づきディプロマ・ポリシー，カ

リキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシーの３つの方針を策定して，既にホー

ムページで公表しているところでもあります。今年度は各学部，研究科ごとに３つのポ

リシーを策定してもらい，それについて現在もう一度チェックいたしまして，今年度中

にこれまたホームページで周知を図る予定です。 

 また，これと並行して，2008年には，大学全体のみならず，学部，学科の教育内容の

質保証を確保するために大学評価室というものを新たに設置いたしました。自己点検を

主体的に行う部隊として全学自己点検委員会，そこで報告された報告書を第三者的な観

点から客観的にチェックする大学評価委員会を設け，各学部，研究科の教育の質保証を

はかるためのＰＤＣＡサイクルの実質化を図っているところです。 

 また，他方では，こうした各学部等の構成単位の取り組みとは別に，学部横断的な大

学全体の教育の質保証を目指すために，昨年，2009年度に大学全体の機関といたしまし

て，教育開発支援機構を設置いたしました。従来から取り組んでいたＦＤ推進活動の担

－7－



い手であるＦＤ推進センターをここに組み込むと同時に，新たにリベラルアーツセンタ

ーと学習環境支援センターを設けまして，この３つのセンターから成る全学的，学部横

断的な教育の質の充実化の取り組みを始めております。 

 ＦＤ推進センターでは授業の改善に向けた組織的取り組みをさらに強化し，リベラル

アーツセンターでは教養教育のカリキュラム全体の見直しと自校教育の新たな設置，さ

らにはＩＣＴ教育の推進，そして最近，就業力の育成ＧＰをいただきましたけれども，

キャリア教育の充実といったものに既に取り組んでおります。また，学習環境支援セン

ターでは，単位の実質化という観点から学生が主体的な学習に取り組む上での環境整備

を図るために，例えばラーニングコモンズを既に設置や学生の学習支援のためのさまざ

まなアドバイザー制度を設けまして，学生の主体的な取り組みを支援する環境を整えつ

つあります。 

 ただし，これらはいずれも志半ばの段階で，課題はまだまだ山積みの状態でございま

す。そこで，今回はグローバル時代を迎える中で，大学教育の質保証に取り組む上で一

体何が課題なのか，その課題を解決するための方策としてどのようなものが考えられる

のかという点につきまして，本日ご出席くださった皆様と率直な意見交換をして，大学

全体の質保証の取り組みに向けての意見交換の場とさせていただければ幸いだと考えて

おります。 

 以上，簡単に趣旨説明を終わります。 
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基調講演 

 

 
安岡 高志 氏 

 

公文 溥 氏 



基調講演 大学の質保証と国際化 

 

立命館大学教育開発推進機構教授 

安岡 高志 

 

ただいまご紹介にあずかりました安岡です。私はただの化学屋ですので，十分な話が

できるか心配しております。 

 

学修時間の必要性 

大学の質保証と国際化というテーマですが，国際化というよりも，国際競争に打ち勝

つためにはどうすべきかを少し含めてお話をさせていただきたいと思います。 

 質の保証ということで，世の中では一般的に，３つのことがいわれております。 

 １つめは，大学卒業者として必要と思われる一定の基準を満たす質の保証，ミニマム

エッセンシャルズということです。これはアメリカで2005年だったでしょうか，スペリ

ング教育長官が自己点検・評価にアウトカム評価を入れろということで議論になり，結

果的には，それは無理だということで2008年に終決しました。しかし，その後も，ＯＥ

ＣＤがＡＨＥＬＯとして一定水準の試験を導入することを検討しており，世の中では騒

がれているわけです。 

 ２番目は，各大学の人材育成像をどの程度達成したか。各大学が挙げるディプロマポ

リシーである人材像を達成することが質を保証することになるというわけです。 

 ３番目は，各大学が改善サイクルをもっているということです。すなわち改善サイク

ルを回すことによって，いずれよい質に到達するというわけです。私の理解では，近々，

２番目の各大学の人材育成像をどの程度達成したかということが問われることになり，

これが最も重要になります。しかし，この各大学の人材育成像を達成するためには，Ｐ

ＤＣＡサイクルのような改善サイクルなくして達成することはほぼ不可能だと思います。

したがいまして，私からみると２番目と３番目は，ほぼ同じことです。 

 さて，日本が世界のグローバル化に対応する戦略を考える場合，まず，現状の把握，

現在の日本の教育に関する位置をはっきりさせておく必要があります。 

－11－



スイスのローザンヌにあります国際経営開発研究所が毎年，世界競争力年鑑を出して

おります。その何十項目かある評価項目の中の１つに，大学の教育力は国際経済競争に

対応しているかという項目があるのです。国際経済競争に対応しているかですから，絶

対値ではないかもしれませんがある意味で国の大学の教育力をあらわしています。普通

ですと日本は上からどの辺にあるかなと思ってみるのですが，ごらんのとおり，47ヵ国

中47位です。高等教育を研究してらっしゃる方々は，日本がこんな最下位なはずはない，

これはきっと測り方が悪いのだろうなどとごまかしているのですが，私はこれが正しい

と思っております。 

 2000年現在がこんなものですが，これは毎年発表されておりまして，昨年ですとこれ

が54ヵ国中40位ぐらいだったようです。ビリからは脱していることは確かですが，まだ

下位を低迷していることには変わりありません。 

 これはＯＥＣＤの中での日本の進学率を示したものです。ごらんにように2006年の値

ですけれども，真ん中あたりにありますちょっと赤くなっているのがＯＥＣＤの平均値

で56％です。それよりも日本の赤いものが大分低くて45％くらいの値になっています。

現在は54％まで上がっているわけですけれども，進学率がＯＥＣＤの平均値に達してい

ない状態です。文部科学省は日本の進学率は現状を高過ぎるという立場はとらないと表

現していますので，もっと高くしてもよいとみているわけです。 

 これは卒業率です。日本は91％でトップの卒業率を示しています。日本の進学率は高

くはないので，卒業率がよくなっていると見ることもできます。すなわち，優秀な者だ

けが進学するので，卒業率が高くなるわけです。しかし，進学率の低さよりも卒業率の

高さが勝っていることが分かります。見方によっては，これが悪いとも言い切れません。

アウトカムを評価する１つの手法はこの卒業率でもあるのです。例えば，アメリカの４

年間での卒業率は大体三〇数％です。それが日本では８０％近い数字で高いわけですか

ら，日本の大学の効率がいいという意味であればそうなのですけれども，残念ながらそ

れには値しないと私は思っております。 

 私が先ほどの日本の教育力が最低であることを信じる理由は次の通りです。本来，単

位制度のもとでは学生は１日８時間勉強する必要があります。ところが，日本の学生は

総務省の平成１３年の統計ですと，授業時間を含めて１日２時間５９分です。平成１８
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年度ですと，少し増加しますけれども，３時間半です。本来８時間勉強しなければなら

ないところをこれしかしていなければ，最下位というのは当然だと私は思っております。 

一日8時間勉強する必要があるという理由は大学評価・学位授与機構から桜美林大学に

移られました舘先生が次のようにいわれているからです。「１単位４５時間の根拠は，労

働時間からきている。労働者が働くのと同じ時間だけ学生が一週間勉強した褒美が一単

位である。すなわち，１日８時間労働し，６日働くと，６×８＝４８時間，土曜日の午

後を差し引いて４５時間。これが１単位４５時間の根拠である。」 余計なことですが，

１週間の褒美が１単位ですから半期１５週でとれる単位数は１５単位，年間30単位が基

本なのです。  

 これは私どもが，１単位当たりどれぐらい授業外学修をしているかを実際に調査した

ものです。本来，講義・演習については，４５時間のうち１５時間を教室内で学修し，

それ以外の３０時間の学修を教室外行うことになっています。もちろん実験，実習も含

まれておりますから，一番下に示しておりますように教室外で１単位について２７.３時

間学修すべきところを，日本では平均５.２時間しか学修しておりません。最も少ないと

ころは１.８時間，最も多いところでも１１．５時間で，これが日本の現実です。いまま

で，日本の学生は勉強しない，けしからんといってきたわけですが，この発想では世界

に今後も太刀打ちすることはできません。学生が勉強しないのではなく，日本の大学は

学生に勉強させるノウハウをもっていないということを認識すべきです。この認識がな

い限り，絶対に学生さんに勉強させることができるようになることはありません。 

以上のように，国際競争力に太刀打ちできる大学の教育力をつけるためには，それ相

応の勉強させるノウハウの開発が必要であると私は思っております。 

 

大学審議会答申の目標 

 ９８年に大学審議会答申にはシラバスを導入しましょう，学生による授業評価を導入

しましょう，セメスター制を導入しましょう，キャップ制を導入しましょうと書かれて

います。一体何のためにこれらを導入するのかということをみなさん自覚されて導入さ

せたのでしょうか。これらはすべて学生に単位制に見合っただけの勉強をさせる小道具

です。シラバスは一体何かというと，何月何日にどんな授業をするかということを書い
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ても意味がありません。１単位４５時間の１５時間は授業で学修しますので，教室外の

３０時間の学修についての義務を書かなくてはいけないのです。セメスター制度は一体

何かというと，月・木，火・金，水・土と週に二回中２日あけた時間割で教室外の３０

時間の勉強をさせるためです。もうちょっといえば，15週の期間は小試験，レポートを

書かせて，学生は勉強以外のことができない状態をつくることです。 

 何が何でも勉強させるのだという目的をもって，これらの小道具を導入して初めて意

味があることです。シラバスを導入すれば学生が勝手に勉強する，セメスター制にすれ

ば勝手に学生が勉強する，ＧＰＡ制度を導入すれば，学生が自分の平均点をみて，これ

を上げなくてはいかんと思って勝手に勉強する。とんでもないことです。大切のことは，

何の目的でこの施策を導入するのかということをみんなが共通認識として自覚すること

です。大学の質を保証するというのは，導入される施策が一体何のための施策であるか

ということを共通認識としてもち，それに向かって努力することが大学の質を保証する

ことになると私は思っております。既に，いろいろの施策が高い割合で導入されている

のですが，私は日本の大学教育がそんなに変わった実感をもっていません。その理由は

導入することが目的化してしまっており，真の目的を忘れているか最初から目的を理解

していないためだと思います。 

 これは余談ですけれども，なぜ勉強しない学生が生まれたかについて触れておきます。

戦前はドイツ式の教育でした。当時はまだ５％以下の進学率ですから，学生さんはエリ

ートで非常にだいじにされており，何をしていてもよかった。ただし，卒業するために

は試験ができなくてはいけなかったのです。すなわち，平たくいうと試験さえできれば

それでよしというのがドイツ式です。しかし，だんだん進学率が増すにしたがってドイ

ツ式ではドロップアウトする学生が多くなったわけで，これを何とか防ごうというのが

単位制度なのです。 

 戦後，単位制度が入ってきましたが，学生にこつこつ勉強させて，勉強したい人もし

たくない人も何が何でも勉強させて卒業させるのだという単位制の趣旨が理解されない

ままに，最後の試験だけができれば卒業だという習慣が残ったのです。その試験が余り

難しくないわけですから，日本では勉強しない学生ができたのです。 

 単位制の趣旨からして，最終試験は最終成績の３分の１を超えるべきではありません。
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すなわち，最終試験のウエートが６０％であれば，これは普段ぶらぶらしていて最後の

試験のときだけ詰め込み勉強しなさいよというメッセージを送ることであり，１５週の

期間，常に勉強し続けなくてはならない状態をつくり上げる単位制度の趣旨に反するこ

とです。本当の目的は何かを自覚することが非常に大切であると私は感じます。 

 

学士課程教育の構築に向けて 

 2008年度の『学士課程教育の構築に向けて』の答申には何が書いてあるのでしょうか。

皆さんご存じのように，３つのポリシーを明確にしなさいと書いてあります。ディプロ

マポリシー，すなわち，その大学が養成しようとする人材育成像を明確にしなさい。そ

して，その人材育成像を達成するためにカリキュラムポリシーを明確にしなさいと書か

れています。ご存じと思いますが，カリキュラムの意味は競馬のコースということなの

で，そのコースを走ればゴールに到達するような仕組みをつくるのがカリキュラムです。

そして，アドミッションポリシーというのは，そのカリキュラムをこなせる条件を明確

にしなさいということです。ただし，三つのポリシーを決めるにあたり条件があり，社

会のニーズと国際通用性を担保してくださいというわけです。これは当たり前といえば

当たり前のことで，何も新しいことではありません。98年の大学審議会答申にもほぼ同

じことが書いてあります。 

 さて，先ほど法政大学もディプロマポリシーを明確にしたというお話でしたが，日本

全体としてはどれくらいの大学がそれを明確にしているかというと，ディプロマポリシ

ーを大学として設定しているのは，既に平成２０年で９６％，そして８２％が公表して

います。さらに大学全体のディプロマポリシーを受けて，学部のディプロマポリシーを

明確にしているのは８９％で，そのうち７７％が公表しています。 

 カリキュラムポリシーに対してアドミッションポリシーが少し下がっているのはよい

のですが，ここに不思議なことが起こっています。本来であれば，学部のディプロマポ

リシーに対して，それを達成するためにカリキュラムポリシーがあり，さらに，カリキ

ュラムポリシーを達成できる条件としてアドミッションポリシーが示されるわけです。

すなわち，ディプロマポリシーよりもカリキュラムポリシーが低くなっているのは当然

ですが，カリキュラムポリシーよりもアドミッションポリシーが高いなどということは
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あり得ないことです。これは，はっきり申し上げまして，本当に実現するつもりで書い

ていない証拠であると私は思っております。 

 先ほどの答申には，各専攻分野を通じて培う学士力として期待されることは何かが書

かれています。知識・理解，汎用的技能，態度・志向を身につけなさい。一番上が知識

を身に付け科目の内容を理解しなさい，次に社会人スキルを身につけなさい，態度・志

向というのは知的発達を含めた生き方をちゃんと身につけなさいといっているのです。

さらに，これまで獲得した知識・技能・態度などを総合的に活用して，みずからが立て

た新たな課題にそれらを適用し，その課題を解決できる人材，すなわち問題発見・解決

型の人材を育成しなさいとなっており，９８年の大学審議会答申と全く同じことが書か

れています。 

 ただ，違うところは「この質を保証するためには，自己点検，自己評価をしなさい。

そして，この自己点検，自己評価で目的を達成する手段はＰＤＣＡサイクルを回すこと

である」と書いてあるところです。この答申にはＰＤＣＡサイクルということばが４回

半出てまいります。半というのは，プラン，実行，評価，改善と日本語で書いてあると

ころが１ヵ所ありますから，４回半出てくるわけです。 

 具体的なところでは，２章の４番目，具体的な改善方策，大学に期待される取り組み

では，つぎのように書かれています。学位授与の方針の策定に当たって，ＰＤＣＡサイ

クルが稼働するようにする。すなわち，必ず方針を立てる場合にＰＤＣＡサイクルが稼

働するようにしなさい，学内の共通理解を確立すること，実践の段階に応じて目標を具

体化すること，客観的に測定可能な指標によって予め目標を設定しておくことに考慮す

る。すなわち，測れないことは達成目標にはならないといっているのです。 

 しかし，教養教育を定義することができなければ教養教育を測かることはできないと

いう議論があります。少なくとも私の理解では，教養教育の中でどうしても外せないと

いうことをみつければ，それを測ればよいのであって，教養教育全体を把握する必要は

当面ないと私は思っております。 

 ＰＤＣＡサイクルの実際のプランにおいて，第１に決定すべきことは何を実現したい

か（すべきか）ということなのです。特に私立大学の場合は必ず，これを実現すること

が大学の発展のため，社会の発展のためになるという達成目標でなくてはなりません。 
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 ２番目は行動目標です。その目標を達成するために具体的に日常何をすべきかを決め

ることです。みんなでこういうことをやりましょうという共通の指針を決めることです。 

 ３番目は目標達成を何で測定するか評価指標を決めることです。目標を達成したかど

うかはこの指標で測るということを決めておくことです。測れないことは達成目標にな

らないし，してはいけないのです。そして，どんな状態になっていればよいかという基

準を決めておくことです。皆さん，学部のディプロマポリシーを決めるときに，評価指

標が立つかどうかみてください。評価指標が立たないということは具体的な目標になっ

ていないということです。 

したがいまして，自分たちの達成しようとすることが漠然としているのか，明確にな

っているかどうかは，評価指標が立つか立たないかによってみることができると思って

頂いて結構です。 

 以上ＰＤＣＡサイクルを導入する際のＰｌａｎについて説明しましたが,ＰＤＣＡサ

イクルを導入するというよりも，ＰＤＣＡサイクルを回せる人材をいかにその大学につ

くるかということになります。自分たちがとる行動や考えが大学のためになるかどうか

という指針をいつももちながら行動ができる人材をつくるということに尽きると私は思

っております。 

学生が身につけるべき目標は３つあります。先ほどの知識・理解，社会人スキル，態

度・志向でした。私は知的発達（態度・志向），社会人スキル，そして科目の理解だと思

っています。一番大切なのは何かというと，この知的発達（態度・志向）だと思ってい

ます。社会人スキルを含めると私からみるとここまでが教養教育に相当するところです。 

 １つ申し上げたいのは，最近よくコア科目ということが叫ばれていますが，アメリカ

では専門科目の中にはコア科目はありません。あるのは，教養教育のみです。すなわち，

その大学の特色を出すのは，教養教育なのです。その教養教育をどのように組み立てる

のかが大学の特徴であり，それがまさに知的発達や社会人スキルに相当するわけです。

私の専門科目は化学ですが，誰がみても物理化学，無機化学，有機化学，分析化学が重

要な科目であり，どこの大学でも科目内容はほぼ同じなのです。特徴を出せるのはこの

教養教育なのです。 

 一番大切なのは知的発達なのです。ウィリアム・ペリーが，４段階で発達を示してい
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ます。第１段階の学生さんは，ＡかＢかという思考に支配されています。この段階にい

る学生は，正しいことは１つであり，問いと答えは１組の真実である。教員はすべての

正しい答えを知っていると思っています。このレベルの学生さんが結構多いのです。私

もそう思って東海大学の理学部化学科に入学しました。あるときに食塩が立方体をして

いるというので，先生に聞いてみました。何で食塩が立方体をしているのですか，何で

水晶が六角柱をしているのですか，何でミョウバンがひし形をしているのですか。先生

は教えてくれませんでした。仕方がないから図書館に行って本を読んでみますと，結晶

の中の構造は実によくわかっていますが，外形がなぜそのようになるかということはよ

くわかっていないことがわかりました。何だ，わかっていなかったのか，もしかしたら

化学をそういう目でみると，まだわかっていないことがたくさんあるかもしれないと思

うようになり，やっと第一段階を脱したのです。まずこの段階から脱することが大切で

す。すごく勉強のできる学生さんでも，この段階の学生はいます。先生，質問に行って

もいいですか。いいよ。来ると，宿題全部やってきましたけれども，これ，合っている

かどうかみてください。権威者の同意がなければ自信がもてない。これがまさに第１段

階なのです。うちの大学では早く第１段階を脱するような教育をしよう。この合意が大

切なのです。 

 第２段階になると，はっきりした答えがないことが世の中には多いのだと思うように

なり，柔軟性は人生の一部だと考えるようになるというのです。最後の第４段階になる

と自分の価値観，倫理観をもって，独自の評価や解析を行うようになるそうです。卒業

までに第４段階まで達するように問い続けましょうということをその大学で合意するこ

とが大学の特徴を出すということなのです。 

 第２の目標は，社会人スキルです。教養人をつくろうとするのか，リーダーシップの

とれる人材を育成するのか，コミュニケーション能力を育成するのか，躾を身につけさ

せるのかなどです。躾をつけることがうちの大学の発展に寄与すると思えばこれをやれ

ばいいし，先ほど法政大学はリーダーシップのとれる人材を育成するといっていました。 

それでは，リーダーシップのとれる人材を育成するためには何をすればよいかというこ

とになります。この３つの条件が欠けていればリーダーシップのとれる確率は極めて少

なくなるそうです。この３つの条件を学生に身につけさせることをみんなでやりましょ
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うということを合意することが必要なのです。第一の何をすべきかを示せるということ

は，問題を発見して，それを解決する問題発見・解決能力を身につけさせることです。

社会に出たときの問題は何だというと，理想と現実のギャップ，あるいはあるべき姿と

現実のギャップが問題なのです。ということは，理想やあるべき姿を考えることのない

者にとって，問題は絶対に発見できない。すなわち，常に理想は何だ，あるべき姿は何

だと問い続けましょうと合意し，実行することです。第二は抽象的なことをわかりやす

く話すということです。みんなで，わかりやすい話をさせましょうというのをすべての

授業で導入してこそ初めて意味があるのです。 

 すなわち，先ほど申し上げました科目の内容以外のことは，その大学が全体で取り組

まなくては価値がありません。それを合意することがＰＤＣＡサイクルを回せる人をつ

くることになります。すなわち，ＰＤＣＡサイクルを導入するということは，システム

を導入することではなしに，それを回すことのできる人材をつくることにほかならない

ことだと先にも申し上げましたように私は思っております。 

 立命館大学はどうかということを紹介させていただきます。ここでは教育改革総合指

標の成熟度指標というのをつくっており，この４段階まで到達したいと考えているわけ

です。第一段階は形式的な検討であったり，検討が行われていないレベル。第二段階は，

具体的な検討が行われているが，合意が得られていない。第三段階は，検討されて合意

が得られている。最後の第四段階はニーズに迅速に対応して成果を出すということです。

このような大学社会を目指すという方針が決まっております。 

 自分の大学を褒めるというのは，皆さんなかなかしないと思うのですが，私はこれを

決めた立命館大学はすばらしいと思っています。なぜかというと，私が行く前に決めて

いるからです。私が行ってから決めるとなかなか褒めにくいのですけれども，私が行く

前にこれを決めたということは本当にすばらしいことだと思うのです。 

 もう１つ，私は教育開発支援センターにおりますが，教育開発支援センターは教育目

標が達成できる成熟組織となるように支援することをミッションステートメントとして

います。支援はするのですが，直接的な支援はしません。その組織が，ＰＤＣＡサイク

ルが回せるような組織になるような支援をするようにしています。人材をつくるという

と大げさなのですが，自分たちがそういうことに気づくような仕掛けをできるだけしよ
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うということを心がけているわけです。直接的に何かをして，統計をとってあげましょ

う，何とかしてあげるなどという支援はしません。そこの人たちが気づいて，自分たち

がこうしなくてはいけないということに気づく仕掛けをできるだけつくるようにしよう

というわけなのです。しかし，立命館大学の支援センターこのように取り組んでいます

けれども，効果は上がっているかというと，なかなかそうはうまくはいっておりません。

でも，こういう方針が決まっていますので，効果が上がっているかは別にして，私は立

命館に行ってから何をしていいのかなどと悩んだことは全くありません。 

 

企業の例 

 企業は一体どんなことをしているかを紹介します。例えば，スターバックスのミッシ

ョンステートメントは何かというと，コーヒーのメーカーとして世界に冠たる会社をつ

くるということです。そのためにはサードプレイスを提供することを目標にしています。

サードプレイスとは何かというと，ファーストプレイスは家庭，セカンドプレイスは職

場，家庭でも職場でもないリラックスした空間のことです。その実現のために一体何を

するかというと，このように方針がちゃんと決まっているのです。いつもこの項目全部

を実行することは困難ですので，普段は３つのことを心がけているそうです。これを実

行すれば，スターバックスはきっとよくなると信じることが大切であるといっていまし

た。サードプレイスを提供する。パートナーを大事にする。お客様の要求があったら，

はい，わかりましたといいましょう（Just say yes）。 

 スターバックスの課題はどれくらい達成できていると思いますかと聞いてみましたと

ころ，多分５０％もできていないと思います。でも，この３つを信じて我々が取り組む

という姿勢が大切なのですといわれておりました。このように大学も，ミッションに対

してみんなが共通の認識をもち，組織員全員が達成目標に向かって努力するということ

が必要です。 

 ちょっといい例ではありませんけれども，最近，私が気づいたことを紹介します。た

またま私が家にいると，洗濯物を干す手伝いをするのですが，私が洗濯物を干すと詰め

て干してしまい，道具を少なく使って，一回で干せるように干すのです。何で私が干す

とこうなるのかと思っていました。女房が干すと，たくさんの道具を使って，早く乾く
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ように干すのです。それは洗濯物を干す目的である乾かすということを考えているから

なのです。私は自分の分担の仕事だけが早く終わることを考えて干していますから，こ

じんまりと，できるだけ道具を使わなくて，干しに行くのに楽な方法を考えるのです。

もうちょっと全体的ことを考えて洗濯物を干すと，色のついたものは全部裏向けて干す

ことまでするようになるということです。 

いかにその組織員が全体の目標を理解して取り組むことが，これからの大学組織に要

求されることとなります。これが質の保証ではないかと思います。 

 話を元に戻しますと，スターバックスの方が，スターバックスのブランドは我々組織

員が支えていると思っているといっていました。これからは，先ほど増田総長がいわれ

ましたように，教職員，学生，すなわち構成員全体が支えるということを念頭に置くこ

とこそが，これからの大学の質を保証するに繋がると思います。 

 ちょっとオーバーしてしまい申し訳ありません。以上です（拍手）。 
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法政大学 大学評価室シンポジウム

グローバル化時代における
私立大学の質保証

2010.10.23

大学の質の保証と国際化

立命館大学 教育開発推進機構 教授
教育開発支援ｾﾝﾀｰ長

安岡高志

三種類の大学教育の質保証について

１．大学卒業者として必要と思われる一定
水準の保証。ミニマムエッセンシャルｽﾞ
の定義 （AHELO）

２．各大学の人材育成像をどの程度達成
したか。

３．PDCAサイクルを機能させるシステム

を構築している。改善サイクルを持って
いる。
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大学教育力は国際経済競争に対応しているか
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教
育
力

日
本

ローザンヌの国際経営開発研究所の世界競争力年鑑、

文藝春秋2000年６月臨時増刊号掲載より引用

何故国際通用性を謳うのか

進
学
率
（
％
）

大学型高等教育への進学率の国際比較(2006年）
学士課程教育の構築に向けて 1５7頁
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大学型高等教育修了率の国際比較(2005年）

学士課程教育の構築に向けて 167頁

修
了
率
（
％
）

日本の大学生の授業外学修時間
調査期間 2006年11－12月

13大学30学部回答者数2875名

「1単位あたりの授業外学修時間」
最小値 1.8時間
平均 5.2時間
最大値は 11.5時間
必要学習時間 27.3時間
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大学における教育内容等の改革状況

○ｼﾗﾊﾞｽの導入･･平成20(16)年・・・ 96(99)％

○学生による授業評価・・・・・・・・・・・80(97)％

○セメスター制度の導入・・・・・・・・・･84(85)％

○キャップ制度の導入・・・・・・・・・・・･68(62)％

○FDの実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・97(75)％

○GPA制度の導入・・・・・・・・・・・・・ ・46(28)％

なぜ勉強しない学生が生まれたか

戦前ドイツ式システム
試験ができれば全てよし

戦後単位制度
手取り足取り学期を通じて学生に勉強させ
るシステム 〔最終試験は最終的な成績の
１／３を超えるべきでない〕、しかし、単
位制度の意味は理解されず、試験だけでき
ればよしとするシステムが残り、その試験
がやさしいものであったため今日の学生が
生まれた。
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学士課程教育の構築に向けて
には何が書いてあるか

大学教育の質と量を確保するため
に三つポリシーを明確にせよ

○ディプロマーポリシー
○カリキュラムポリシー
○アドミッションポリシー

社会のニーズに応えるとともに国際通用性を
備えた人材育成

三つのポリシーの設定（公表）状況

大学全体におけて（平成20年）
ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｰﾎﾟﾘｼｰの設定・・・・・・96(82)%
学部段階におけて
ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｰﾎﾟﾘｼｰの設定・・・・・・89(77)%
学部段階におけて
ｶﾘｷｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰ設定・・・・・・・・・55(41)%
ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰの設定・・・・・・80(72)%
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各専攻分野を通じて培う「学士力」

１．知識・理解
２．汎用的技能
３．態度・志向性
４．統合的な学習経験と創造的思考力
これまでに獲得した知識・技能・態度等

を総合的に活用し、自らが立てた新たな
課題にそれらを適用し、その課題を解決
する能力

学士課程教育の構築に向けて
第４章公的及び自主的な質保証の仕組み
の強化
１ 設置認可・届出制度
２ 第三者評価
３ 自己点検・評価
４ 情報公開
５ 大学間の連携，開かれた協同のネット

ワークの構築
６ 大学団体等の役割
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目標を達成する手法は何か

PDCAサイクルを機能させる

学士課程教教育の構築に向けて
第２章学士課程教育における方針の明確
化 第１節 (1) 国際的な動向(2) 我が国の
課題(3) 改革の方向(4)具体的な改善方策
【大学に期待される取組】（11頁）

学位授与の方針の策定に当たって，ＰＤＣ
Ａサイクルが稼動するようにする。
学内の共通理解を確立すること，実践の段
階に応じて目標を具体化すること，客観的
に測定可能な指標によってあらかじめ目標
を設定しておくこと等に留意する｡
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Planにおいて決定すべきこと
○第一に決定すべきことは：「何を実現し

たいのか」 具体的目標の設定
○第二：目標達成に「行動目標を何にす

るか」 （共通認識の決定）
○第三：「目標達成を何で測定するか」

評価指標の決定
○第四：「評価基準」 基準の状態を決定

学生が身に付けるべき三つの目標
第一目標 卒業までの知的発達の推進（Ｗｉｌｌｉａｍ Ｐｅｒｒｙ，１９７０）

第一段階：ＡかＢかという思考に支配されている。
この段階にいる学生は、正しい答えは一つであり、
問と答えは一組の真実である。教員はすべての正し
い答えを知っている権威である。
第二段階： 権威者の間でも意見の一致しない領

域があることに多く出会い、誰もはっきりした答えを
持たないテーマがあると気づく。
第三段階： 学生が確固たる証拠とそうでない証拠

の区別を学ぶ。
第四段階(最終局面）： 独自の分析に基づいて、さ

まざまな主題について自分自身の立場を取り始める
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第二目標

社会で活用できる知識・スキルの修得
○教養人の育成
○リーダーシップの取れる人材育成
○コミュニケーション能力の養成
○躾を身に付けさせる

第三目標

科目の理解、必要なスキルの習得

リーダーシップの取れる人材育成

リーダーの条件

○何をすべきかを示せる

○抽象的なことを分かりやすく説明

○評価指標を示し、評価を行うことが

出来る
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ＰＤＣＡｻｲｸﾙ(自己点検・評価)とは
○目的を達成するための手段である。
○将来に向かって努力するものである
○認証評価機関から認証を得ることを目
的とするものではない

○認証は高等教育機関として必要最小限
度の環境整備

○認証は経営の安定、受験生の殺到の
保証ではない

立命館大学における教育改革総合指標の
成熟度評価基準

１．形式的な検討であったり、検討が行わ
れていないレベル

２．具体的な検討が行われたが、学部教
員全体の合意が得られていないレベル

３．整合性が検討され、合意が得られ、周
知されているレベル

４．社会のニーズの変化に対して機敏に
対応するための継続的、組織的な体制
が整っているレベル
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教育開発支援センターの
ミッションステートメント

教育開発支援センターは、教育目標が
達成できる成熟組織となるように、全学の
学部・研究科・教学機関等と協働し、自ら
もその一員である本学の「学びのコミュニ
ティ」の成長を支援する。

スターバックスのミッション・ステートメント
（Mission Statement）：「当社の原則を

一貫して守りつつ事業を拡大し世界の最
高級コーヒーの加工から小売りまで一貫
して扱う一流コーヒー専門会社としてのス
ターバックスを築いていく」
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スターバックスの存在理由
本物のサードプレイスになることである。

サードプレイスとは、家庭（ファーストプレ
イス）、職場や学校（セカンドプレイス）の
次に３番目の場所（サードプレイス）という
意味。ゆっくりと自分らしく過ごすことがで
きるサードプレイスの体験が顧客のかけ
がえのない1日をより豊かなものとなって

ほしいとの願い。

スターバックスの行動指針
○お互いに敬意と威厳をもって接し、働きやす

い環境を作る。

○事業運営上での不可欠な要素として多様性
を受け入れる。

○コーヒーの調達や焙煎、新鮮なコーヒーの販
売において、常に最高級のレベルを目指す。

○顧客が心から満足するサービスを常に提
供する。

○地域社会や環境保護に積極的に貢献する。
○将来の繁栄には利益性が不可欠であること

を認識する。
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スターバックスのブランドエッセンス

感動経験を提供して、
人々の日常に潤いを与える。

サードプレイス
パートナー

Just Say Yes !

おわり

後日のご質問や問い合わせは
yasuoka@ｆc.ritsumei.ac.jp

までどうぞ。
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基調講演 法政大学における内部質保証 

 

法政大学大学評価室長 

公文 溥 

 

「法政大学における大学内部質保証」というテーマで説明させていただきます。 

（パワーポイント） 

 全体の目次が５つほどございますが，本日，法政大学にお越し頂いた皆様に，簡単に

大学の紹介をさせていただきます。 

 このビルは，ボアソナードタワーという建物なのでございますが，これは，法政大学

の創立時に，明治政府の法律顧問としてフランスから日本に来ておりましたボアソナー

ドという民法学者，法律家が法政大学で教えておりました。それが大学の出発点，

１８８０年です。 

 ２０００年代に入り，大学改革で学部を増設し，現在１５学部と大学院となっており

ます。大学の規模といたしましては，学生数が２万８，５３２名です。 

 次に我々がどのような自己点検評価体制をつくるに至ったかという話をさせていただ

きます。 

 法政大学の自己点検評価の歴史ですが，１９９４年４月に全学自己点検・評価委員会

規程というのを制定しました。２００２年に大学基準協会の相互評価を受けまして，認

定を受けております。その後，２００７年３月に，今度は認証評価という名称に変わり

ましたが，改めて認証評価を受けまして，適合になっております。この２００７年に認

証評価を受ける際に，先ほど来，安岡先生のご説明でもございましたように，質保証，

あるいはどういう能力をもった学生を育成するか，そういう視点が出て，大学教育界で

議論されるようになりました。ＰＤＣＡサイクルをちゃんと回すようにということもい

われるようになりました。報告書をつくるにあたり，到達目標をつくることを各学部，

大学院に要請いたしましたが，なかなか具体的な到達目標ができませんでした。 

 そこで，機関別認証評価で適合の判定を受けたのですが，７年後ではなくて，２０１２

年に改めて認証評価を受けよう，そのための新しいことを何か考えようというようにな
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りました。２００６年度の認証評価では，このような改善システムができていないので，

努力するようにという指摘を受けました。そして，新しい総長，理事のもとで評価室と

いうのを立ち上げることになりまして，２００８年７月，そのためのプロジェクトを立

ち上げました。こうした領域で，私どもよりも先に取り組んでおられます関西学院大学

さんと立命館大学さんの関西の２つの大学にインタビューにまいりまして，どのように

やっているか話を聞くことをいたしました。それから，さらに大学基準協会などの話も

伺いました。 

 同じころ，ここには外部環境への対応と書いてございますが，文部科学省が中央教育

審議会答申で学士力という概念を提起され，３つのポリシーもいわれました。それから，

実質的な質保証を行う仕組みをつくること，という提言をしました。そして，私どもが

所属しております大学基準協会は，第２期認証評価のあり方として各大学に内部の質保

証，これは大学基準協会からしますと，外から質保証をするということではなく，大学

の内部で自主的に質保証をする，そういうシステムをつくるようにという「内部質保証

システムの構築」という文書をつくって公表しておりました。このように，文部科学省

と大学基準協会の提言に対応したということが，私どもの新しい内部質保証のための制

度づくりをした理由です。 

 組織図ですが，総長室のもとに大学評価室を設置しました。また，総長のもとに自己

点検委員会，大学評価委員会という２つの委員会をつくっております。２つの委員会に

プランを提起するのが評価室の左側にございます点検評価企画委員会。このような形で

新しい自己点検体制をつくりました。 

 そこで，次に，内部質保証の仕組みを説明させていただきます。内部質保証とは何か

というのが本日の大きなテーマなのですが，私は法政大学における内部質保証の制度の

側面の説明をさせていただきたいと思います。 

 ２００８年１１月に大学評価室を設置し，大学評価室を含む自己点検委員会活動全体

を管理するような規定をつくりました。その中で評価室の役割としましては，ここに挙

げましたような３つの役割を一応具体的に想定しております。自己点検活動を行う自己

点検委員会と評価委員会の双方の管理をする。そのために，自己点検報告書のための記

入様式，文書類をつくること，それから評価基準を作成すること，これが一番大きい仕
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事です。２番目は，大学内外，外国の質保証に関する情報の収集，この情報の収集には

法政大学の関係者へのアンケートの調査などもあります。そして，収集した情報を提供

する。最後に，自己点検・評価報告書を作成し，公表する。こうした仕事があります。 

 自己点検委員会は，法政大学の自己点検活動全体を実施する組織でして，構成メンバ

ーは既存の学部，大学院が中心で，それに研究所，それから事務部門が担っています。

学部，大学院，研究所及び事務部門の４つの責任者を集めまして自己点検委員会を組織

し，この自己点検委員会が年度の自己点検活動の方針を承認し，さらには報告書の承認

なども行います。 

 それで，「自己点検活動の担い手は，運用単位（学部）等の責任者（学部長等）」とし

てございますが，ここで我々は大分苦労いたしました。といいますのは，新しい規定が

できる前の自己点検活動は，先ほど申しましたように，到達目標をつくることがなかな

かうまくいきませんでした。それは各学部等で自己点検委員会という委員会を設けまし

て，その委員会に委員がもちろんおります。そして，その委員が全学自己点検委員会に

出席しまして，その場で各学部に必要な事項を伝えるということをやるのですが，委員

ですと学部全体のリソースを動かしたり，将来の方向を考えたりという作業ではどうし

ても制約があります。そこで，新しい規定では，学部の責任者である学部長を自己点検

活動の担い手と位置づけました。同じく大学院は各研究科長，それから事務部門は部長

をリーダーといたしまして，そのリーダーが自己点検活動を行うことにしました。 

 自己点検委員会は，このように多数の構成メンバーから成り立ちましたので，頻繁に

この会議を開くわけにはいきません。現実的には，大事なことは学部長会議であるとか，

大学院委員会とか，そうした既存の会議体の場で審議を行うことにしています。 

 ２つ目が，大学評価委員会なのですが，これは法政大学の中にいわば大学基準協会の

ような評価をする委員会をつくったということであります。どうしても学部等の自己点

検評価活動だけですと，それだけで終わりますので，それをさらに大学の中で評価する

委員会をつくりました。この評価委員会の構成メンバーは，法政大学の教職員及び他大

学の教職員から成っておりまして，評価報告書を作成いたします。現在，その評価報告

書が作成し終わり，総長，理事会に提出したところです。 

 企画委員会は，自己点検活動全体に対する調査活動と企画を担当しています。法政大
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学の教職員から構成し，月１回，会議をしております。 

 今までは組織の話をしましたが，次に多少中身に入る話をさせていただきます。到達

目標の設定となっておりますが，到達目標の設定に我々は大変苦労しまして，なかなか

具体的な到達目標を設定するに至りませんでした。そうしているうちに，２００９年１０

月に大学基準協会が方針をつくるようにという案を出てまいりました。こうなりますと，

目標の上にさらに方針が来ます。我々は方針を大項目に関して長期の目標を定めるもの

と理解し，その目標を定めた上で，特定時点における目標を中期目標と短期目標，こう

いう３段階の方針と目標の設定をするようにという要請を各学部などに行いました。 

 ただし，我々こうした目標を立てるのになかなか苦労しており，大学基準協会が要請

する全部の大項目に関して一気に目標を立てるというのもなかなか大変ですから，基本

的に３つのポリシーに関して，まず方針，到達目標を設定してくださいと各学部などに

要請いたしました。３つのポリシーだけではなくて，理念，目的や教育目標についても

具体化を要請いたしました。 

 次に，評価委員会の評価に関して説明します。評価委員会は，２つの視点から評価基

準を設けて評価をしております。これは各学部等が提出した自己点検報告書の現状分析

と到達目標を評価するのですが，１つは水準評価です。これは，大学基準協会が定めて

おります評価基準による評価です。大学基準協会が定める評価基準は，大学設置基準と

その運用施策をもとにしたというように理解しております。したがって，基本的には法

令をベースにした水準評価を何よりもまず行うというのが第１です。 

 ２つ目は，せっかく方針を定め，到達目標を定めて，そこを評価するという際に，そ

の側面を具体的に評価することも必要だろうと考え，達成度評価というのを別に設けて

評価をすることにしました。これによって教育の改善，改革の努力，その成果を評価す

ることによって質の向上を促すことが可能になるのではないかと考えております。しか

し，これはまだ始まったばかりですので，その成果がみられるのはもう少し後のことに

なるのですが，とりあえずこの２つの評価を行うことにしております。 

 昨年度，第１回目の自己点検・評価報告書を作成しました。これは学部等が作成した

自己点検報告書と評価委員会が作成した評価報告書を合体したものです。大学評価委員

会が評価したことをもとにして提言が行われておりますので，大学評価室長は，その提
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言を総長に伝えました。 

 大きく分けて２つございます。１つは，到達目標とそれを達成するべき指標がなお抽

象的で具体的になっていないので，もう少し改善するようにという提言が行われました。

これを伝えるというのが１つでございます。２つ目が，大学院と通信教育部の話，これ

は内部の話でございます。 

 自己点検報告書は，現状分析シート，中期・年度目標，大学評価委員会の評価の３つ

の部分から構成されております。 

 それから，大学評価室セミナーというのも開催しておりまして，学部長，研究科長な

どを対象に，自己点検活動に必要な情報を提供する，そうしたセミナーを行っています。 

 そして，卒業生，新入生，保護者アンケートなどのアンケート調査も行っております。

それにはコメントを書いてもらうのですが，そのコメントには授業に対する大変厳しい

評価などが来ます。自己点検活動とはやや別の視点なのですが，そうしたことを参考に

しながら，授業の改善などに生かす提言もしております。 

 ２００９年度に具体的に動き始めたのですが，次の２つを２０１０年度の自己点検活

動の課題として設定いたしました。 

 １つが，内部質保証の実質化です。やや抽象的な表現ですが，学部，大学院には到達

目標を設定することを依頼しまして，そして今年度は法人部門も方針を提案しました。

したがって，基本的に大学を構成する学部と法人部門の２つの構成要素が，基本方針，

到達目標を提起する体制が整いました。今後は，学部等は法人の基本方針を考慮しつつ

方針の精緻化を図ることを考えて，そういう方向で動いております。 

 ２つ目が，到達目標の修正と追加です。先ほど申しましたように，基本的に到達目標

としては３つのポリシーを中心にして到達目標を作成してくださいと依頼しておりまし

た。その到達目標の設定がなお抽象的であるという指摘を評価委員会から受けましたの

で，それの修正，追加を可能とするということにしました。それから，今年度はさらに

大学基準協会が要請する大項目すべてについて到達目標を作成するというのが課題です。 

 最後，今後の課題ですが，我々法政大学としましては，評価室を設置し，先ほど申し

ましたような，大学全体の自己点検と評価のシステムづくりを行いました。大学全体と

してはそういう質保証のシステムづくりができたのですが，やはり質を改善し，保証し，
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向上させていく主体，中心になるのは，各学部です。 

 そこで，学部において，執行部が中心となってＰＤＣＡを回すように依頼しています

が，なおそこのプロセスを，今のところそれ以前の自己点検委員会が中心になって活動

するという段階を乗り越えて，執行部が中心となって自己点検委員会を行うようにはな

りましたが，できれば全教員が参加した教員による質保証というところが最も肝要なポ

イントだと思いますので，そこをどのように，これから学部段階で質保証の組織づくり

を行うかというところが我々にとって大きな課題になっております。 

 といいますのは，これまで大学は質保証を全くしてこなかったわけではないわけで，

そういうことはずっとやってまいりました。しかし，それはあくまでも個々の教員の努

力による質保証，個々の教員が研究の成果をベースにして教育を行う，そうした質保証

であったと思います。それをこれからは学部として組織的に質保証を行っていく，そこ

が今求められている大事なポイントだろうと思います。重複しますが，学部内における

内部質保証，そういうシステムづくりをしていくことが大事なポイントだろうと思いま

す。 

 以上できょうの私の説明を終わります。ご清聴，ありがとうございました（拍手）。 
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法政大学における
内部質保証

法政大学

総長室付大学評価室長

公文 溥

１．法政大学の紹介
２．なぜ新たな自己点検評価体制を作ったか
３．内部質保証の仕組み
４．2009年度の活動

５．課題

本日のお話し
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法政大学の紹介

• １．法政大学は若い法律関係者が設立した
大学。ボアソナード（明治政府の法律顧問）が
中心となってフランス法を教授した。

• １８８０（明治１３）年、東京法学社（講法局、代言局）を駿河台に設立。

• １８８１（明治１４）年、東京法学校（講法局独立）

• １８８９（明治２２）年、和仏法律学校設立。東京法学校と東京仏学校（仏
学会が１８８６年設立）の合併。

• １９０３（明治３６）年、和仏法律学校法政大学（専門学校令）に名称変更
。

3

（２）

• ２．１９２０年、法政大学と名称を変え、２学部
となる。

• １９２０（大正９）年、財団法人法政大学（大学令）、法学部、経済学部設
置。

• １９２１（大正１０）年、富士見町（現在地）に移転。

• １９２２（大正１１）年、法学部が法文学部となる。

4
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（３）

• ３．第二次大戦後、６学部となる。

• １９４７（昭和２２）年、法学部、経済学部、文学部の３学部となり、通信教
育部を設置。

• １９５０（昭和２５）年、工学部設置。

• １９５１（昭和２６）年、学校法人法政大学（私立学校法による）。

• １９５２（昭和２７）年、社会学部設置。

• １９５９（昭和３４）年、経営学部設置。

5

（４）

• ４．大学改革で、１５学部・大学院となる。

• １９９９（平成１１）年、国際文化学部、人間環境学部設置。

• ２０００（平成１２）年、現代福祉学部、情報科学部設置。

• ２００３（平成１５）年、キャリアデザイン学部設置

• ２００７（平成１９）年、デザイン工学部設置。

• ２００８（平成２０）年、理工学部、生命科学部、ＧＩＳ（グローバル教養学部
）設置。

• ２００９（平成２１）年、スポーツ健康学部設置。

6
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（５）

• ５．大学の規模。

• 学部学生数は、２８，５３２名

• 大学院生数は、１，６４７名、

• 専門職大学院生数は、３６０名

• 大学教員数は、７４６名

• 専任職員数は、４１３名、

• 卒業生数（累計）は、４１５，１８１名

• （２０１０年５月１日現在）

7

２．法政大学の自己点検体制の変化

8

1994年4月 『全学自己点検・評価委員会規程』制定

1996年3月 『法政大学の明日を求めて＜自己点検・評価報告書1996＞』作成

2000年11
月

『全学自己点検・評価委員会規程』一部改正

2001年8月 『法政大学 自己点検・評価報告書 2000』作成

2002年3月 大学基準協会「相互評価」受審 「認定」。

2006年4月 『法政大学 自己点検・評価報告書 2005』作成

2007年3月 大学基準協会 機関別認証評価「適合」

2009年1月 新規程制定 新体制スタート

2010年3月 『２００９年度自己点検・評価報告書』作成
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２． なぜ新たな自己点検評価体制を作ったか
（１） 内部要因

• ２００６年度大学基準協会認証評価での指摘

「自己点検・評価活動と改善・改革システムの連結に関しては，総花的な

記述に終始しているので，今後具体的なシステム構築に努力する必要が

ある」

2012年度認証評価のための自己点検評価体

制の模索。経営陣の方針（総長、理事）。

2008年7月 プロジェクト設置・検討開始

他大学インタビュー（関西学院大学、立命館大学）

9

２． なぜ新たな自己点検評価体制を作ったか
（２） 外部環境への対応

文部科学省
○学士力の概念、自主的な質保証の仕組みの提言
中央教育審議会答申 『学士課程教育の構築に向けて』平成２０年１２月

大学基準協会

○第二期認証評価のあり方。大学に「内部質保証」のシス

テムをもとめる。

大学基準協会『内部質保証システムの構築』平成２１年３月

10
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２．法政大学の自己点検体制：組織図

11

３．内部質保証の仕組み
（１）評価室

２００８年１１月、大学評価室（総長室付）設置。

役割：（１）法政大学の質保証のための活動、自
己点検委員会と評価委員会の双方の活動をま
とめる。自己点検報告の記入様式、評価基準
の作成。（２）内外の質保証に関する情報の収
集。法政大学関係者へのアンケート調査を通し
た教育上の課題の収集。情報の提供。（３）自
己点検・評価報告書の作成と公表。

12
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（２）自己点検委員会

• 自己点検委員会は、法政大学の自己点検活
動を実施する。構成メンバーは、学部、大学
院、研究所、および事務部門。自己点検委員
会は、方針・報告書の承認をおこなう。

• 自己点検活動の担い手は、運用単位（学部
等）の責任者（学部長等）。

• 各運用単位独自の会議（学部長会議など）に
おいて、自己点活動に関する審議を行う。

13

（３）大学評価委員会

• 大学評価委員会は、各運用単位（学部等）が
作成する自己点検報告書を、評価する。

• 評価委員会の構成メンバーは、法政大学の
教職員および他大学の教職員。

• 評価委員会が、評価報告書を作成し、総長・
理事会に提出する。

14
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（４）企画委員会

• 企画委員会は、自己点検活動に関する調査
と企画を担当する。質保証に関する情報を収
集し、法政大学の現状に即した、自己点検活
動を提案し、成果を確認する。

• 企画委員会の構成メンバーは、法政大学の
教職員である。

15

（５）到達目標の設定

• 学部等（各運用単位）は、大学基準協会の大
項目について、到達目標を設定する。

• 到達目標は、４年の中期目標と１年の短期目
標の二つとする。目標には指標を必要とする。

• 大学基準協会が要請する「方針」（２００９年１０
月）は長期の方向を定めるものと理解し、特定
時点における目標を中期と短期に定める。

16
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（６）三つのポリシーの具体化

• 学部などは、大学基準協会の大項目（評価基
準）別に、「方針」を設定した。

• とくに、理念・目的、教育目標、学位授与の方
針（ディプロマ・ポロシー）、教育課程（カリキュ
ラムポリシー）、学生の受け入れ（アドミッショ
ンポリシー）については、「方針」「到達目標」
の具体化を要請した。

17

（７）二つの評価基準

• 評価委員会は、二つの評価基準（１）水準評
価と（２）達成度評価、から評価する。

• （１）水準評価は、大学基準協会が定める（大
学設置基準とその運用施策をもとにした）評
価基準に従って、水準を評価する。

• （２）達成度評価は、学部などが設定する到
達目標について達成状況を評価する。これに
より、教育の改善改革の努力を評価する。

18

－49－



４．2009年度の活動（１）

自己点検・評価報告書
新システムによる初の報告書の作成。自己点検報告書と評価報告書を合体。

評価室長は大学評価委員会による提言を総長に伝えた。（１）到達目標・指標の
改善、（２）大学院・通信教育の改善。

大学評価室ホームページでも公開

19

４．2009年度の活動（２）

自己点検・評価報告書
①現状分析シート

・評価項目ごとに，長所・短所

または問題点，自己評価，

目標化の有無を記載する

②中期・年度目標

・現状分析を受けて，中期・年度

目標，達成指標を記載する。

③大学評価委員会の評価

・現状分析および目標に対する

コメントを記載する。

⇒客観的に評価し，改革・改善へ

の支援を行う。

20
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４．2009年度の活動（３）

（1） 大学評価室セミナー（年5回程度）
自己点検に有用な情報の提供

ＥＸ： 「内部質保証システムの構築の必要性」

「大学基準協会の大学評価の改革方向」

「学士課程教育の質向上を目指して 国際的通用性の観点から」

21

４． 2009年度の活動（４）

各種アンケート調査の実施
自己点検活動のための判断材料の提供を目的とする満足度調査。

１ 卒業生アンケート（全数調査）

２ 新入生アンケート（全数調査）

３ 保護者アンケート（抽出）

アンケート項目 例

○法政大学，入学（卒業）学部にどの程度満足していますか？

○教育内容についてどの程度満足していますか？（教養教育，英語教育

情報教育，専門教育 etc）
○身近に四年制大学への進学希望者がいる場合，法政大学を勧めたい

と思いますか？

４ その他教員向け意識調査も実施

22
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４． 2009年度の活動（５）

ニューズレターの発行
質保証の情報提供

○アンケート結果の報告

○認証評価システムの解説

○対談 ＦＤ推進センター長など

○学部長等からの寄稿

○その他各種活動報告

http://www.hosei.ac.jp/hyoka

23

（１）内部質保証の実質化

法人による方針の提案。大学基準協会による新評価基準の
発表と教育業界における三つのポリシーの議論をうけて。法
人が、評価基準に関する基本方針を提案した。今後、学部な
どは、法人の基本方針を考慮しつつ、方針の精緻化を図るこ
ととする。

（２）到達目標の修正と追加

自己点検委員会は、大学基準協会の要請する全項目（評価
基準）ではなく、まず主要な項目（理念・目的、教育目標、三
つのポリシー）から目標を設定する。昨年度の目標の修正、
追加を可能とする。

５. （１）２０１０年度の課題

24
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５． （２）今後の課題
（１） 学部などにおける内部質保証のシステム作り

学部等（各運用単位）における、質保証のシステムつくりをお
こなうことが今後の課題。学部段階で、執行部が中心となっ
て、Ｐ、Ｄ、Ｃ、Ａの各プロセスを管理するする組織をつくり、
全員参加による質保証をめざす。これにより、法人部門と学
部などの質保証の連動・一体化をめざす。

（２）２０１２年の大学基準基準協会による認証評価の準備作業。

（３）海外の大学における質保証活動の調査研究。

25

ご静聴ありがとうございました。

＋ＱＡ プラスキューエー
Quality assurance for HOSEI

大学評価室ニューズレターのタイトルです。

26
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話題提供 

 

 
生和 秀敏 氏 

 

 
榎本 剛 氏 



話題提供 今後の大学評価の方向性とあり方 

 

大学基準協会特任研究員 

生和秀敏 

 

生和でございます。大きなテーマをいただきましたが、ご承知のことも少なくないの

で、端折りながら話を進めていきたいと思います。 

（スライド 大学評価制度導入の背景） 

 大学評価制度が導入された背景は、大きくいうと、事前規制から事後チェックへと文

部行政の大きな舵取りが変わっていったことです。これは規制改革、規制緩和という１

つの大きな国の流れと合致しているわけです。 

 同時に、自己評価システムをきちんと導入することが必要になってきたという点です。

規制改革・規制緩和に伴い、裁量権が増大したそれぞれの営為体は、それ相応の自己責

任を果たさなければならないということです。  

 それと、今まで大学が怠っていた関係者に対する説明責任を果たすことが求められて

いると思います。大学というのは、国公私を問わず、その公共的な役割は非常に大きな

社会的影響をもっているわけで、公的性格を持つ組織は当然のこととして説明責任を果

たすことにもっと真剣にならなければいけないのです。 

 このような背景から大学評価が行われるようになったのですが、自己点検・評価は自

己改善のためというより、認証評価を申請するための準備という位置づけがされている

のが現状です。われわれ日本人は、自律的評価より他律的評価、他者から評価を受ける

ことを強く意識する傾向が強いようです。 

 これまでは、大学評価は教育システム評価の評価が中心で、実際の教育活動の中身に

ついては、十分な評価がされているとはいえない面がありました。教員が何人いて、施

設がどれだけあってという、いわば大学設置基準にもとづく評価が主であったわけです。 

 このことは認証評価制度が国主導で導入されたもので、評価すべき事項の大枠を文部

科学省が決め、それにもとづいて各認証評価機関が評価基準を定めたため、教育の質の

向上ということより、設置基準の遵守という面が強調されたように思えます。 
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（スライド 質保証のシステム） 

これが、現在の日本の質保証システムの大ざっぱな仕組みです。まず四角で囲ってあ

るのが、公的質保証という言葉で呼ばれているもので、外部つまり大学以外が大学の質

を保証する仕組みです。まず設置基準があって、設置審査があって、それにパスした大

学が大学として認定され、あるいは研究科として認められ、それで教育活動が展開され

るわけです。 

 しかし、これだけでは十分でないということから、認証評価という事後評価システム

が導入されてきたわけです。教育活動を行った後、その結果を自己点検・評価して、自

己改善に繋げるためです。自己改善に繋げるための１つのステップとして認証評価があ

るのであって、認証評価はこれが終わりではなくて、それに基づいて各大学はさらに自

己改善を進めるという仕組みが、認証評価の本来の目的です。 

 最近、学士力とか社会基礎力といわれているように、大学を評価するときに今までの

教育システムの評価ではなくて、実際の大学教育の水準や内容について評価することが

求められるようになってきました。 

 さらに、安岡先生も指摘されましたが、日本の学位というものは、外国と比べてみま

すと非常に特異な状況にあり、本当に日本の学位が国際的通用性を持っているかという

ことについて疑義が生まれています。ＡＨＥＬＯとかＱＡＡというような外部試験や指

標をもとにしながら、学位の国際的通用性を保証しようとする動きが見られるようにな

りました。 

 それに加えて重要なことは、質保証の責任主体を再確認する必要が出てきた点です。

内部質保証という言葉は、基準協会が文部科学省の平成２０年度の委託研究事業で報告

いたしました「内部質保証システムの構築」という冊子で本格的に取り上げた概念です。

基準協会のホームページにアップしていますので、読んでいただければ幸いです。 

 大学評価の先進国であるアメリカやヨーロッパの大きな流れは、外的機関による質保

証から大学自身による内部質保証へと、質保証の責任主体を大学に求められるようにな

ってきています。本来、大学というのは、自分の意思と責任において自分を変える力を

もつべきです。それが自主・自律を掲げる大学としての最低要件で、大学が大学である

ことの証であるわけです。この内部質保証という考え方は、その後、答申や諸報告の中
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においても強調されるようになりました。 

 予想される今後の動きとしては、大学を１つの組織としてみる機関別評価に加え、分

野別の評価が導入される傾向が強くなると思います。分野別評価を認証評価の枠内で行

うことは現実的ではないと考えておりますが、大学がそれぞれの分野における活動が的

確であるかどうかを自ら判断する指標として、関係する諸学会などから自分たちの活動

を評価してもらうことは必要だと思います。大学の主体的な判断において、積極的に進

めるべきでしょう。 

 それから、教育システム評価から教育プログラムの評価へと変わっていくだろうと思

います。教育の中身に入れば入るほど、先生が何人いるか、施設がどの程度整備されて

いるかということより、展開されている教育プログラムとその成果が重要になってきま

す。来年４月からは教育情報の公表が義務化されて、就職状況や教員の学位の保有状況

などを公表することが求められるようになってきます。 

 文部省がどう考えているか分かりませんが、もう１つの大きな流れは、多様化への対

応として大学の機能分化が進むだろうということです。現在、７６０を超える大学があ

り、短大も入れれば１，０００以上ある大学を、どう役割分担させるかという問題と関

係しています。機能分化とか種別化については、各大学の使命の再構築と連動しますが、

政策誘導がされる可能性もあります。この点に関しては、榎本室長からお聞きしたいと

思います。 

         （スライド 質保証の４つの意味） 

 質保証とはどういうことなのか、私は安岡先生とは別の観点から考えてみたいと思い

ます。多様化に対応する質保証、標準化に対応する質保証、国際化に対応する質保証、

公共性に対応する質保証という４つの表現を使わせていただきます。 

 設置基準を守るというのは、国から付託されている権限、単位の認定権とか学位の授

与権は大学が独占的に国から負託されていますが、それは大学が公共的な役割をもって

いるからなのです。プライベートな企業体ではなくて、大学は日本の高等教育に責任を

もっているからです。そういう意味で、大学の公共的使命は、大学がずっと抱えていか

なければならない宿命だと思います。国が定めた設置基準は、公共的な質保証のための

最低要件といえます。これは設置時だけの問題ではなく、現在もそれが遵守されている
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ことが必要で、完成年度が済んだら、あとは大学の自由というのであれば、公共性に対

する質保証という観点からみれば無責任ということになります。 

 

 現在、４年制大学は７６２校ですか、学位の種類が学士課程レベルでは８００種類あ

るといわれています。展開されている教育の質を学位の種類に応じて第三者が評価する

ことは、多元的は評価基準が必要であり、これは困難というより不可能といったほうが

よいと思います。では、多様化に対応する質保証とはどのようなものなのでしょうか。

これも先ほど安岡先生がおっしゃっていたのですが、それぞれの大学が自分たちのミッ

ションを明確にして、それに向かって確実に努力していることを証明することが、多様

化における質保証だと考えます。多様性に対する質保証とは、様々な大学が存在すると

いう現象を無条件に認めることではなく、各大学が自ら掲げた目的と使命に向けて努力

し、それぞれの個性を社会的価値にまで高めることだと思います。各大学にはそこまで

の責任があるわけです。 

 しかし、それだけでは我が国の学位の質の保証ができないと考える国や社会は、学士

としての最低水準の保証を求めるようになっています。この大学教育の質の標準化を求

める動きは、大学を取り囲む社会や産業界の強い要請があったことは否めませんが、中

教審は学士力という言葉で、卒業時に学生が身につけておくべき最低基準を提案してい

ます。大学である以上、ここまでは確実に保証しようという教育成果のガイドラインで

す。 

さらに加えて、学士として認められるためには、世界のスタンダードとの照合が必要

です。その具体的な動きとして、ＯＥＣＤが進めているＡＨＥＬＯという共通試験の導

入です。しかし、ヨーロッパのように流動化が当たり前なところは別ですが、そうでな

い世界でこういったものが果たして可能かどうか、現実には難しい問題を抱えています。

日本の場合、日韓中で同じようなスタンダードがつくれないかという動きが、中教審の

国際化の質保証部会などでは議論されていると聞いております。 

 将来の日本を考える時、国際化への対応は重要な課題です。流出流入率、つまり、大

学を卒業した人が外国に行っている割合と外国から日本に来る割合を調べてみますと、

日本は世界の最低水準なのです。この大学の国際的閉鎖性を慶応大学の安西先生は「日
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本の大学のガラパゴス化」という言葉で表現されています。鎖国どころではなくて、日

本の大学は特殊な歴史的な標本みたいなもので、およそ国際的な通用性はないというわ

けです。これでは困るというわけです 

 もう１つ注目すべき動きは、ラーニングアウトカムを重視しようという機運が強まっ

てきている点です。これは一定水準の学習成果を求める標準化の流れと軌を一にしてい

ます。重要なことは、大学の教育活動を通じて、学生がどれだけ伸びたかであって、学

習成果こそ大学評価の基本であるというわけです。これはある意味においては正当な議

論だと思います。しかし、この学習成果が重要であるからといって、大学が直接コント

ロールできるかどうか、この点は微妙です。例えば大学入学時に既に初期値が違うのに

も係わらず、卒業時の学習成果を全て大学教育の成果であると単純に考えていいのでし

ょうか。最近は就職問題が大変で、東大の名誉教授で立教の相談役をしておられる寺崎

先生は、「実際の大学の修学期間は２年半になっている」と話しておられます。３年の後

期になったら授業どころではないというような学生が増えてきています。 

 つまり、学生のアウトカムは、ダブルスクールに通ったり、正課以外の多様な経験を

重ねた結果によるところが少なくなく、それを全て大学教育の成果だと見なすのは甘す

ぎるというわけです。学習成果は重要な評価指標ですが、その成果と繋がるさまざまな

大学の諸活動を入念に検討する必要があります。残念ながら、アウトカムをどのような

指標で評価すべきなのかという議論はされても、アウトカムを従属変数として位置づけ、

どのような説明変数がこれに寄与しているかを因果論的に明確に示しているデータは少

ないようです。どのような教育内容や方法が学習成果と繋がるのか、先生方の経験では

ある程度分かっていると思います。それを構造化して示していくことが必要になってき

ています。 

（スライド 認証評価の新展開） 

 さて、認証評価の新展開ですが、まず１つ目は、大学の質の保証につながる評価に変

えようということです。これは後から申し上げたいと思います。２番目は、教育成果の

重視です。単なるラーニングアウトカムだけではないのです。それに影響を及ぼす大学

の仕組み全体をもう一度きちんと検証して、そして大学全体の質の向上が図れるような

評価に変えようというわけです。３番目は、内部質保証システムが十分に機能している
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かどうか、わかりやすくいうと、評価した結果を改革、改善につなげるシステムができ

ているかどうかを評価しようということです。 

         （スライド 大学基準協会の認証評価） 

 基準協会が平成２３年度から考えています認証評価の概略図は、こういう形です。公

文先生がおっしゃいました水準評価は基盤評価という表現に変えております。水準とい

うといくつかのグレードがあるような感じがありますけれども、ここで問題としている

のは設置基準を中心とした法令要件というものが遵守されているかどうか、大学として

の基盤が整備されているかを問題にします。これは設置時に大学であったものが、現在

なおかつ大学であり続けているかどうかということなのです。これは全ての大学に求め

るものであり、基盤評価がクリアできない大学は、大学コミュニティーから撤退してい

ただくしか方法はないということになります。そういう意味では、厳しいといえば厳し

いといえるかもしれません。 

この基盤評価の上にある部分の達成度評価は、大学教育の質向上のための評価であり、

基盤評価とは評価の目的がやや異なります。ここでは、各大学が、自分たちがどのよう

に目的・使命・目標を掲げ、それに向けてどれほど努力しているかということを評価し

ます。したがって、ここでは、大学の個性を最大限重視した評価が行われます。例えば、

Ａという大学が新たな教育プログラムの開発という目標を掲げたとすれば、それに対し

ての準備と実績がどの程度上がっているかが評価の対象になります。そして、十分な成

果が上がっていると判断できれば、基準協会は、教育プログラムの開発で特に目覚まし

い実績を上げている大学として評価し、そのことを大学に代って世間に対してアピール

することが大きな仕事になります。 

 つまり、これから基準協会が行う認証評価では、大学が掲げる目標の達成度評価と大

学として認定可能かどうかの適格判定のための評価の２つに分けて考えようとしていま

す。達成度の評価では、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃに段階表示し、各大学にも達成度の自己評価を

していただきます。その評価結果が第三者からみても妥当であれば、そして、両方とも

素晴らしいと判断できる場合には、その大学を国内はもとより海外に対してもアピール

できるようにしたいと考えています。 

 問題は、図の中央に示している内部質保証システムの整備です。自分たちで課題をみ
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つけてそれを解決するという自律的な仕組みをもっていない大学では、自己改善を進め

質の向上を目指すことは難しいと思います。他者から問題点の指摘を受け、それに対応

することは可能でしょうが、それはそれだけのことに過ぎません。指摘や助言や勧告を

受けてはじめて動くのであれば、それは自主的でも自律的でもないということになりま

す。内部質保証システムの評価を適格認定の評価と質向上に向けた評価の中間においた

のは、定められた法令要件を守るだけの大学から、自らの意思で質の向上を目指す大学

へ進化するためには、内部質保証システムを整備していることは重要なポイントである

ことを示したかったからです。 

 （スライド 内部質保証と認証評価の関係図） 

内部質保証システムとは、このＰＤＣＡが適切に機能していることなのですが、プラ

ンを立てて、実行して、それがうまくいったかどうかをチェックするところまでは何と

かやれると思います。問題は、チェックしてからそれを改革、改善へつなげる連鎖が難

しいところです。それについて、１枚ものの資料を用意しましたので、ご覧頂きたいと

思います。 

 この資料は、自己点検・評価結果を改革・改善につなげるためにはどうしたらいいか

という点を示したものです。自己点検・評価が改革・改善に向けてどうも繋がらない最

大の理由は評価結果を改革・改善に向けて再整理されていないことに起因していると思

います。結果がよかった、悪かった、不十分であったということだけからは、改善の道

筋も方向も見つけられません。改革・改善につなげるためには、評価結果を再整理する

作業が必要です。わかりやすくいえば、何が問題で、どこが問題で、なぜ問題で、どう

すればいいのかというところまで、自己点検・評価の中に組み込んでおくことです。 

 さらに重要なことは、浮き彫りになってきた問題を構造化して理解することです。 

例えば学生の成績がよくないとすれば、それに影響を与える主要因の関係構造のモデル

図を作ってみることです。そして、成績に関連している思われる要因の関係をパス・ゴ

ールの視点で繋いでみることです。多変量解析の一つであるパス解析の考え方ですね。 

 もう１つ大事なことは、実行可能、制御可能なものから手をつけるということです。

例えば教員の意識改革が重要だと言われていますが、簡単に意識改革ができるものでは

ありません。改革・改善を確実に進めるためには、制御可能なものを探すことが重要で
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す。この制御可能な要因を抽出する力がなかったら、恐らく大学は百年河清を待つよう

なことになると思います。それと、優先順位を決めるということですね。時間と資源に

限りがあるわけですから、全ての課題に手をつけることは困難です。 

 それから、構成員の積極的参加です。大学が方針を決めた、あるいは目的・目標を掲

げたというだけで大学が動くわけはありません。大学の目的・目標を構成員一人一人の

目標に落とし込んで、達成課題を具体化することが大切です。これに成功すれば大学は

変わっていけると思います。 

 ところで、案外見逃しているのは、変化に伴うリスク管理の問題です。変化には必ず

リスクが伴います。変化への抵抗感は教員にも職員にもあります。修学期間中や学期途

中での変化は学生にとっても問題です。しかし、良い変化は発展ですから、積極的に進

める心構えは必要です。同時に、そのことによるリスクがあることも絶えず考えておか

なければなりません。変化は良いことずくめではありません。やってみると失敗する面

もあります。大事なことは、変化にともなるメリットだけではなく、予想されるリスク

についても、予め構成員に伝えておく必要があるということです。行け行けドンドンで

突っ走っていく大学は、必ずどこかで足元をすくわれる可能性があります。 

 

繰り返しになりますが、基準協会の評価の基本は、大学が自らの責任で自己点検・評

価結果を改革・繋げていくことを支援し、そのための内部質保証システムの構築を後押

しすることです。勿論、認証評価機関である以上、大学としての最低要件が満たされて

いるかはどうかは厳しくチェックします。しかし基本は、あくまでも大学の自主性・自

律性の尊重です。責任をもって直接社会に対して自分たちの役割と責任を果たしている

大学を支援するということが基準協会の最大の使命であると考えています。これが、創

立以来継承されてきた基準協会の精神なのです。大学には、大学自らが創った基準協会

の期待に是非応えて頂きたいと思います。 

 以上で私の話を終わります（拍手）。 
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大学基準協会 生和秀敏

１， 大学評価制度導入の背景

２， 大学評価の現状

３， 大学評価の新たな動向

４， 認証評価の新展開

５， 大学に求めるもの

1

大学評価のあり方と方向性

１，大学評価制度導入の背景

○ 事前規制から事後チェックへ

規制緩和による自由な競争的環境

○ 自己評価システムの導入

自己裁量と自己責任

○ 関係者への説明責任

公共性と社会的影響力の自覚

2
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２，大学評価の現状

○ 自己点検・評価と認証評価

他律的評価＞自律的評価

○ 教育システム評価と教育プログラム評価

教育システム評価＞教育プログラム評価

○ 保証すべき質の多義性

設置基準の遵守＞教育の質の向上

3

認証評価

内部質保証

公的質保証

設置基準

設置審査

自己改善

自己点検・
評価

教育研究活動

4

質保証のシステム
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３，大学評価の新たな動向

○ 大学評価の質の標準化を求める動き

学士力、社会人基礎力、分野別参照基準

○ 学位の国際性通用性を求める動き

QAA, AHELO, J&D・ディグリー

○ 質保証の責任主体の再確認

External から Internal へ、責任範囲の明確化

5

予想される具体的な動き

１， 機関別評価から分野別評価へ

２， 教育システム評価から教育プログラム評価へ

３， インプット評価からアウトカム評価へ

４， 教育情報の公表義務化

５， 機能分化への政策誘導

6
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7

公共性

多様化

国際化標準化

公共性

多様化

国際化標準化

質保証の４つの意味

大学が掲げた教育目標の
達成度

大学の教育活動によって
得られた成果

学生が学習によって
習得した成果

様々な学習経験の
集合的成果

教育成果 学習成果

教育成果と学習成果

8

プロセスと成果の結びつき
のアセスメント

測定可能な成果中心の
アセスメント

Education Outcomes Learning Outcomes
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４，認証評価の新展開

○ 大学教育の質の保証に繋がる評価へ

質の向上を継続的に支援する評価

○ 教育成果の検証を求める評価へ

教育目標との照合、各説明変数との関連重視

○ 内部質保証システムの機能化を求める評価

評価結果を改革・改善に連動させる仕組み

9

達成度評価

Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ

基盤評価

適・否

大学基準協会の認証評価
ー質保証のための評価ー

Quality Assurance

10
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11

イ
ン
プ
ッ
ト
評
価

投
入
資
源

プ
ロ
セ
ス
評
価

活
動
量

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
評
価

結
果

ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

成
果

目
標
と
照
合

評価次元のフローチャート

評価結果に基づく
改善方策の策定と

実行

外部評価実施、
学外者からの
意見聴取

Ｐ 教育目標の決定、
学位授与方針・
教育課程編成
実施方針の決定

Ｄ 教育目標,
各方針に基づく
教育活動の実施

Ｃ 評価（教育シス
テム、学習成果
等の検証）

改善サイクル
２

改善サイクル
１

Ａ 評価結果に基づ
く改善方策の
策定と実行

12

内部質保証と認証評価の関係図
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５，大学に求めるもの

○ 使命・目的・教育目標の明確化

大学の機能分化を考慮した使命・目的の設定

○ 自己改善・質の向上に向けた努力

未来への投資に応えられる大学へ

13

－71－



大学評価室シンポ追加資料                        （生和） 

 

 

 

   自己点検・評価を改革・改善に繋げるためには 

    チェック（Ｃ）からアクション（Ａ）への連動性を高める 

 

 

 

 評価結果を改革・改善に向けて再整理する 
  １、何が問題なのか（What） 

  ２、どこが問題なのか（Where） 

  ３、なぜ問題なのか（Why） 

  ４、どうすればいいのか（How） 

 

 改革・改善の道筋を探る 
  １、主要因の関係構造のモデルを作成する。 

  ２、制御可能・実行可能な要因を抽出する。 

  ３、改革・改善の優先順位を決める。 

  ４、構成員の達成課題を具体化する。 

 

 改革・改善のための条件整備を行う 
１、改革・改善の手順・方法を決める。 

２、手順・方法について構成員の合意を得る。 

３、改革・改善に必要な学内規程を整備する。 

４、改革・改善に必要な資源を確保する。 

 

 改革・改善過程で留意すべきこと 
１、進捗状況を定期的にフィードバックする。 

２、問題が生じた場合、方略の見直しを行う。 

３、変化に伴うリスク管理を適切に行う。 

４、改革・改善に向けた構成員の動機づけを行う。 
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話題提供 高等教育政策における質保証とは 

 

文部科学省高等教育局企画官兼高等教育政策室長 

 榎本 剛 

 

 質の保証というのは，決して最近の話題ではなく，昔からあるテーマです。 

 我が国の18歳人口は，平成４年の205万人のピークを迎えて，その後，若干の踊り場も

ありましたが，120万人台まで落ちました。恐らく今後10年間ぐらいはこの規模で推移し

ます。その後はまた減っていきます。現在作成しているグラフでは平成39年までですが，

平成40年以降，18歳人口はどんどん落ちていきます。 

 そうすると，今後10年間ぐらいが，大学教育の質や経営基盤の強化に取り組む時期で

す。ただし，社会が，今後10年間改革を待ってくれるかというと別問題です。また，18

歳人口が横ばいで推移するというのは，日本全体のマクロの話であり，３大都市圏でや

や微増なところがある一方，地域間ごとにみればどんどん減っていくところがたくさん

でてきます。 

 中央教育審議会の大学分科会は，２年前に「学士課程教育の構築に向けて」の答申を

出してからは，たくさんの部会やＷＧを設けており，論点が多岐にわたります。ただし

それらは，３点に収れんしつつあります。１つが質の問題，２つ目が機能別分化，３点

目が組織基盤の強化です。 

 質の保証に関しましては，学位プログラムをいかに整備，確立できるかということで

す。「国際通用性を目指す」というような言い方は決してありえず，「国際通用性を常に

意識して改革に取り組む」という言い方なのだろうと思います。日本の大学が「国際通

用性がない」と宣言したら，日本の大学がディグリーミルになってしまいます。世界各

国で質を高めていこう，質の一定の標準化を目指していこうという中で，日本はどのよ

うに質の問題に取り組めるかという点に着目した場合に，日本が一番弱いとされている

ところが，体系的，一貫性のある教育課程の確立ということなのであろうと思います。 

 教育情報の公表については，来年から省令改正が施行されます。それについては，収

容定員が何人で，実学生数が何人で，卒業者が何人で，就職率がどうでというところに
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関心がいきがちですが，本来の狙いは「その大学がどういう教育を目指そうとし，その

ためにどのようなカリキュラムをきちんと組んでいるのか」ということです。 

 日本の大学の情報公開は，国際的に比較すれば，多分世界よりも３周おくれぐらいし

ていると思います。どういう項目を最低水準として課すかということは，かなり議論が

ありました。今回は，「まず第一歩」という位置づけでしょう。 

 それとともに，質保証のシステムをきちんと整備するということがまた別の柱として

出てまいります。そこは５ページに少し書きましたけれども，設置基準の，基準の明確

化，あるいは設置認可の一層の改善，あるいは認証評価のいろいろな見直しということ

であろうと思います。 

 各大学で教育に取り組んでいただくということと並行して，枠組みとしてはどのよう

なものをつくるかと。大学設置基準も平成15年に準則主義に転換して以来，大学の認可

申請や届け出がどんどん出てきました。規制緩和の結果でありますけれども，そうする

と，設置基準も今まで以上に基準の客観性を高めていくということにより，あいまいな

考え方の申請に関する一定の方向性を示していく必要があろうと思っております。 

 第２の柱として，機能別分化の議論が重要です。機能別に着目した質保証，あるいは

評価も検討の対象にのせていきます。各大学がしっかり頑張っていけるようにする枠組

みを用意したいと思っております。 

 第３の柱が，組織基盤の強化であり，私立大学に関しては，この春に論点ペーパーを

出しました。私学が，自主的な機能別分化を進めていく中で，「自立・発展」，「連携・共

同」，それから「撤退」といった大きな３つの枠組みの中で，各大学はどういう方向性に

なるのかということについて長期的な視野で考えていく必要があり，その地域における

さまざまなニーズ，あるいは状況等を加味する中で，みずからの大学はどういう方向性

にあるのかということが判断できるように，必要な情報提供なども進めていくという側

面的なお手伝いが課題です。 

 そういった質の問題と機能別分化と大学の組織基盤の強化の３つが今，大きな課題に

なっていて，これをそれぞれの固有のテーマとして議論しつつ，全体を横断，俯瞰する

ような形で中央教育審議会の審議を進めていきたいと思っております。 

 最後に，１点だけ申し上げると，大学設置基準の改正で「社会的・職業的自立に関す
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る指導」が位置づけられました。 

 文科省では，設置基準の改正とほぼ並行して「就業力」という観点からのＧＰを用意

しましたから，どうしてもこの設置基準と就業力ＧＰが連動させて考えられがちなので

すけれども，内容としては別の話です。 

 設置基準では「第４２条の２」を設けました。長い非常に抽象的な文章ですけれども，

「大学は，当該大学及び学部等の教育上の目的に応じ，学生が卒業後自らの資質を向上

させ，社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を，教育課程の実施及び厚生補導

を通じて培うことができるよう，大学内の組織間の有機的な連携を図り，適切な体制を

整えるものとする」ということで，この条文には職業指導，キャリア教育，キャリアガ

イダンス，就業力といった用語は全く出てきません。もともと学校教育法上の大学の目

的として，大学は学術の中心として広く知識を授けるとともに，専門の学芸の教授研究，

それとともに知的，道徳的，応用的能力を展開させることとされています。これは戦前

の大学令でいえば「人格の陶冶」に当たります。 

 したがって，大学は法令上も専門的な知識，技能ということと同時に，こういった応

用的能力の展開ということも大学のミッションとして内包されているということを前提

とした上で，学生の卒業後のことに大学として取り組んでいくことを設置基準上，明確

にしたものです。 

 大学設置基準は，教員のこと，収容定員，教育課程，卒業要件，校舎等のインフラな

どについては若干の規定は整備されていますが，事務組織については，第９章に簡単な

規定があるだけです。 

 本日の資料に入れませんでしたけれども，ＳＤの充実というのも非常に大事だという

のはある中で，さっき学位プログラムの充実を申し上げました。それとともに，学生支

援にさまざまな形で活躍されている方々，この２つのつながりが弱いのではないか。就

職対策としてキャリアセンターやオフィスが一生懸命頑張っていて，それが教育課程と

どう繋がっているのかということがなかなかみえにくいという中で，設置基準で求めて

いるのは学内の組織間連携であり，学内の体制整備なのです。キャリア教育をしましょ

うとか，キャリアデザインという授業をやりましょうということは全くいっておりませ

ん。各大学はいろいろなアプローチの仕方があろうと思っておりますから，そこは施行
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通知にも書いたのでございますけれども，さっきの教育課程，正規のカリキュラム，学

生支援，それらを通じて学生の卒業後の自立にどのように関われるかということを学内

挙げて取り組んでいきましょうということであります。 

 私からの幾つかの論点のご紹介は以上とします。ありがとうございます（拍手）。 
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パネルディスカッション 

 

 

 

 

 
コーディネーター  浜村  彰 

安岡 高志 

公文  溥 

生和 秀敏 

榎本  剛 

敬称略 

 
 



○浜村 ４人の先生，どうもありがとうございました。きょうは４人の先生からそれぞ

れのテーマについて貴重なお話を伺うことができました。４つの話に共通することを私

なりに理解すると，これからの大学の教育の質保証を考えるにあたっては，明確な目標

の設定と大学全体における共有化，とりわけ達成目標を明確にして，それを評価するシ

ステムをいかに内部化しているのか。とりわけ評価の後の改善に向けた取り組みがどう

実質化されるのかというところにあろうかと思いました。 

 安岡先生からは，「日本の大学というのは学生に勉強させるノウハウがない，そのた

めには大学のほうが達成目標を測定可能なものとして設定して，それを実現するための

目的意識の共有化が不可欠である」という，至極当然なお話を伺いました。 

 公文先生からは，法政大学が現在行いつつある内部評価システムについての現状と問

題点ということで，特に学部段階における内部質保証システムづくりが大きな課題であ

るという指摘がなされました。 

 生和先生からは，「今後の新しい平成２３年から始まる認証評価のポイントは，自立

的な自己改善システムをいかに内部化しているのか。とりわけその中でチェックからア

クションの改善にどう結びつけるのかということが最も大きなポイントである」という

お話を受けました。 

 榎本先生からは，私は個人的にはいろいろ非常に気になるお話をたくさん頂きました。

先ほど質問状を受け付けるといったのはそのこともあるのですけれども，とりわけ私が

個人的に思ったのは，国際通用性というのは目指すものではなく，それを常に意識する

ものであるということ，また大学の機能別分化という点も私は非常に気になるのですが，

それは今後も引き続き続けていくのだということ，そして，先ほどいった新たな設置基

準の変更としての社会的・職業的自立の問題というのは，就業力ＧＰとは関係ない。正

規のカリキュラム，学生支援を通じて職業的自立をいかに育成するかがポイントなのだ

というお話を伺いました。 

 ４先生それぞれ，非常に興味深い話が出されました。そこで，私からコーディネータ

ーとしていろいろ質問するということもあるのですけれども，時間がもったいないと思

いますし，実際，既に安岡先生と公文先生については質問が出されております。内容を

みますと，やはりどうも教員の問題が一番大きいという質問が多い状況のようです。そ
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こで，安岡先生と公文先生に出された質問について，全部答える必要はないかと思いま

すけれども，まずはお答えいただいたほうがよろしいかと思いますので，お願いできま

すでしょうか。では，安岡先生からお願いいたします。 

 

○ 安岡高志氏への質問と回答 

単位の実質化に向けて授業外学修をふやそうとする取り組みはレポートのフィードバ

ックなど教員の負担もふえるため，積極的にならない先生方も多いように思います。先

生に前向きに取り組んでもらうために大学で何かできると思われますか。 

（回答） 

 これは，その先生が大学にちゃんといるのだという存在を認めるシステムをつくれば

よいと思います。先生方が望んでいるのは，大学に自分が存在するのだということ，自

分がいる価値があるということを認めてもらうことだと私は思っております。 

 

教員の質保証について。大学組織として既に目標ビジョンを示しています。ともに共有

して，学部，学科で具体的ミッションを起こし，研究会なども開いています。しかし，

出席理解が得られないメンバーも多く，この点，苦慮しています。先生の経験から妙案

があればお願いいたします。 

（回答） 

 これは半分以上出席していれば，出席しない人はもうほうっておけばいいです。ただ

し，出席した人たちが，この集まりがいかに楽しく，成果を出すことができるかを示す

ことが大切だと思います。 

 

具体的な目標設定において，大学全体で大学の目標設定，学部単位の目標設定をいかに

組織的に全体の共有組織をもつように設定できるかが重要なことと考えます。この点に

ついてお考えがあればお願いします。 

（回答） 

 これは一番いいのがワークショップではないかと思います。私は明海大学の歯学部で
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ワークショップを何回かやらせていただいたことがあります。明海大学の歯学部が発展

するためというワークショップをしますと，まず国家試験の合格率を100％にするとい

うことが出てきました。それは当然のことなのですが，それをずっと煮詰めてゆき到達

したところは，明日からすることは学生の名前を最初に覚えましょうということになり

ました。それはなぜか。国家試験100%合格には学生を元気にしなくてはいけない。元気

にするためには個人として接することが大切である。そのために，最初に名前を覚えよ

うというわけです。そういうワークショップをすることによって帰属意識が出ます。 

 もう１つあったのは，これも奥羽大学の歯学部だったのですが，バーチャルの世界が

多いから，奥羽大学の歯学部はこれから現物主義でいこう。要するにバーチャルでなし

に実際のものを見せたり，触らせたり，作らせたりしようというのです。やはりこんな

ことを合意することだと思います。 

 

達成度評価は大変参考になりました。個々の教員が学部，学科の帰属意識が弱く，教員

への関心が低いので，どのような方法で成熟度レベルを上げればよいのでしょうか。 

（回答） 

 これははっきり申し上げると，会合をたくさんもつしかないと思っています。その他

に評価が必要です。参考にねるか分かりませんが，企業の例を申し上げます。非常にう

まくＰＤＣＡサイクルが回っております青梅慶友病院は一体どうしているかというと，

病棟の評価をして，病棟に競争をさせるようにしています。そうすると，病棟に帰属意

識ができるわけですから，学部意識もできるかもしれません。 

 あるいは，先ほどのスターバックスも支店の評価をするのですが，その支店が満点の

評価をとるとバッジをくれるのです。たった１ドルのバッジです。でも，従業員は１ド

ルのバッジをつけて働くことにすごい誇りをもっているのです。そういう文化を大学に

つくることです。例えば，先ほどの一番最初の時間外の学修をさせる先生がでると１ド

ルのバッジを上げればいいのです。そして，それをつけて大学にいるということがとて

も誇りに思えるようなシステムをつくることだと思います。 
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講演資料の６枚目について，授業時間学修の調査の主体はだれでしょうか。また，１単

位の授業時間はすべて30時間で計算しているのでしょうか。 

（回答） 

私（安岡）です。挙げている数値は個人単位を学部単位で平均したものです。また，

講義，演習は３０時間。実験，実習その他は１５時間で平均していますから，それの組

み合わせで教室外の時間は約２７時間ということになっています。以上です。 

 

○ 公文溥氏への質問と回答 

毎年度各組織が方針報告書を作成することについて負担増となることから，それを決定

する際に抵抗はなかったのでしょうか。また，あったとしたらどのような合意形成をさ

れたのでしょうか。 

（回答） 

 これは幸い大学評価室を新しく設置し，そして，その評価室を通して規定も変えて発

足しました。したがいまして，抵抗の余地なしで通っております。しかし，現在，負担

増だという意見は少しずつ来ております。できるだけそういう意見に対しましても応え

るように，先ほど申しました評価室セミナーのようなものを開いたり，質保証に関する

内外の有用な情報，正確な情報を学部長に対して伝えるような努力は我々絶えずしてお

ります。 

 

基準協会の認証評価システムでは，教員組織という認証基準の中に教員自身を評価の対

象とする項目があります。貴学では教員の評価をどのようにとらえ，また，どのように

進めようとなさっていますか。 

（回答） 

 大変微妙な質問をされました。これは理事会の事項で私が答えることではないのです

が，直接教員評価というのは現在やっておりません。しかし，新しい法律ができまして，

来年度から個人の業績でありますとか，教員個々の業績，学歴を公表するようになって

いますので，これから少しずつ進んでいくのではないかと思います。 
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評価室の構成についてお伺いしたい。またアンケート調査結果をどのようにフィードバ

ックしているのでしょうか 

（回答） 

 評価室は余り立派な評価室ではありませんで，教員の私が評価室長を担当しておりま

して，事務職員が２人，もう一人アシスタントの方がおります。合計４名でやっており

ます。しかし，アンケート調査の集計とかは外注化して事業を進めております。 

 これは，アンケート調査につきましては大変貴重な意見でございますので，事務部門，

それから教員部門，それぞれアンケート調査の結果と，特にコメントがございますので，

そのコメントに関して回答を書くように依頼して，事務部門は回答をホームページで公

表しております。しかし，教員部門は遅れております。事務部門から教員もやるように

といわれまして，今年から対応するようにしております。 

 

法政大学における内部質保証の仕組みとは，自己点検評価体制を指すと理解してよろし

いでしょうか。評価結果と予算策定の連動をもって内部質保証とすることを企図してい

るのでしょうか。 

（回答） 

 この点も理事会と相談しているのですが，我々，実は評価委員会のほうの評価が去年

初めて行われて，ことし２年目でございます。まだまだ評価に対する学内の信頼性が十

分整っているとは思えないので，予算制度と評価結果を連動させるというのはもう少し

時間をかけて慎重にやりたいと思います。もちろん意識はしておりますが，直ちにはで

きないと考えて，しかし，やがてそういう方向でいきたいと考えております。 

 

 

自己点検と自己評価はどう区別されているのでしょうか 

（回答） 

 自己点検ということで我々が考えておりますのは，各学部などが行う自己評価活動を
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そのように考えております。しかし，大学の中で大学基準協会の評価に対応いたします

ような評価委員会を設けまして，大学の中で点検と評価活動両方をすることで，大学と

しての社会的な責任を果たしていくことと考えていますので，自己点検委員会が行う自

己点検活動と評価委員会の行う評価活動の両方を機能させるように考えております。 

 

○浜村 ただいま公文先生に寄せられた質問に対してお答えいただきましたけれども，

その点に関連して補足的に質問がありましたらどうぞ。 

 

私が質問いたしました１つの理由は，本学の学校規模がちょうど法政の10分の１の大き

さなのです。そういう小さなところで，どこの学校でも大体自己点検，自己評価という

形で委員会ができているわけなのですけれども，その場合に，また今年度からいろいろ

な意味で自己点検，自己評価，新しいやり方をしなければならないということになると，

やはり点検という作業と評価という作業は区別されるべきものなのだろうか。また，そ

のやり方として，例えば，ある目標なりある方針を設定したときに，点検ということと

評価ということをそれぞれやるべきなのか，それとも，ある目標設定に対して点検した

ことを評価するという形になるのか，そこら辺はどうなのかなということ。 

 特に今いったように，うちの学校の場合，人員の面で法政の10分の１ですから，余り

先生方もお忙しくなると大変だということもありますので，先生方にも自己点検，自己

評価をどのようにやっていくかということでいろいろ迷いがございますので，それで質

問させていただきました。 

（回答） 

○公文 

 大学の規模もございますから，委員会をつくるといっても，屋上屋，負担のほうが増

えるという問題が発生します。しかし，我々が考えましたのは，学部などが行います自

己点検評価の活動だけだと，やはりどうしても一方通行といいますか，学部としての評

価だけにとどまります。したがって，大学の中，つまり７年に１回，大学基準協会で評

価を受けるというのは，これはこれでよろしいのですが，我々は毎年評価をすることを
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考えていますので，そうなりますと，学内であっても学部の自己点検に対して評価をす

ることによって改善，改革を促すという指標を提示していくということが大事ではない

かと考えました。 

○浜村 

 その点について私も補足的にいいますと，法政大学で自己点検評価体制を再構築する

ときに，自己点検を報告する側と，それを受けて評価する側を分けて，そして評価員に

ついては学外の第三者も入れるということを組みましたけれども，なぜそこにこだわっ

たかというと，先ほど生和先生からもお話がありましたように，実は平成２３年以降の

新しい大学の評価基準が分野別評価を省略化して，その分については，いかに自分たち

で点検して評価できるＰＤＣＡの自己改善サイクルをもっているかどうかが重要なポ

イントになるというお話を伺っておりましたので，やはりそれに対応したシステムをつ

くる必要があるであろうという形でやったわけでございます。 

 法政大学の場合は学部が15もありますから，それをやるとえらい大変で，今，評価員

の数が全部で30から40ぐらいいるのですけれども，規模が小さい場合には，逆に評価員

も少なくて済むと思うので，その辺は何とかなるのではないかと無責任なことはいって

おりますが，うちの大学の趣旨としてはそういう趣旨で，そこの部分はちょっとこだわ

ったという経緯があります。 

 

○ 榎本剛氏への質問と回答 

大学教育の質向上の観点からさまざまなＧＰ採択校の知見を検証し，他大学で活用させ

るということに関して教えて頂けますでしょうか。 

（回答） 

 ＧＰは，そのいい事例を他大学にも普遍化できるような形で集約し，それを広めてい

くということが非常に重要な点でした。ただ，率直に申して，そういった取り組みはま

だまだ足りなかったと思っています。ですので，こういった取り組みは国でも心がけて

いきますけれども，こういったＧＰを取り組んだところについてはより積極的に，うち

の大学の成果はこのように転用可能ですというところまで思いが進んでいくとありが
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たいと思っています。 

 私大の連合会で去年まとめられました渡り鳥構想というのは非常に大事なことだと

思います。教育課程をより豊かなものにしていくということ，学生に多用な経験を提供

できるようにするということ，そういったこと１つとりましても，大学間の連携でいろ

いろなことをやっていくということが非常に大事であり，そういったことは文科省も積

極的に支援していこうと思っています。 

 

機能別分化について，単科大学，あるいは非常に少ない学部から構成されている大学や

地方の大学の場合には割とすっと頭に入るかと思うのですけれども，首都圏の総合大学

の場合に機能別分化に向けた大学の方向性を決めろといわれても，どうしたらいいのだ

ろうという正直なところがあるのですが，こういう場合にはどう考えたらよろしいので

しょうか。 

（回答） 

 将来像答申でそのあたりは相当気をつけて書いてあります。大学の中身は極めて多用

であり，いろいろな活動が行われていているが，その活動を大まかに分類していくと７

種類ぐらいあるのではないか。各大学がその中のどういった部分により力を注ぐのかに

関してはいろいろなやり方がある。学内にもいろいろなグラデーションが存在している

という意味です。 

 どのように各大学の個性がよりみえるようにするかということなのだろうと思いま

す。その際のアプローチは当然，ご指摘のとおり総合型のところと比較的個性がみえや

すいところでは違ってきます。大学を一定の鋳型に分類する「種別化」とは違います。 

 機能別分化を進めていきますというと，では，来年から全部これで決まっていくので

すよとかと思われがちなのですけれども，そうではないです。だんだんと大学の個性が

よりみえていくようにするという動きの推奨であります。 
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○ 生和秀敏氏への質問と回答 

平成23年以降の新たな認証評価につきましては，大学内部のＰＤＣＡの内部化といいま

すか，自己点検システムがどう回っているのかを重視するのだというお話でした。特に

今後は，大学全体の機関別評価はやるけれども，分野別評価については簡素化するとい

うことになりますと，結局その部分は各大学，あるいは学部が自分でやらなければいけ

ないということ。そしてこれが非常に実効性があってうまく機能しているのだというこ

とをエビデンスを挙げて証明しなければいけないということになろうかと思うのです。

これはやらせる側からすると楽になるのですけれども，悪い言い方ですが，やる側から

するとかなり負担がふえるという感じがあるのです。その辺についてはどうなのでしょ

うか。 

（回答） 

負担が大きいというのは，私も大学に長くおりましたから実感としてわからないこと

はないのですが，企業などでは業務評価を当たり前のこととしてやってきたわけです。

大学は学生の評価はしましたけれども，それ以外の評価というのは実際やったことがな

いのです。ですから，これが大変だというのは，大学人の甘えである部分はあります。

ただ，大学は評価をする機関ではなくて，あくまでも教育・研究機関ですから，その前

提となる活動に評価活動が大きく食い込んでしまうとなると問題で，評価機関は改善し

なければならないと思っています。 

そのためにも，可能なものは大学の判断にお任せし，第三者としてきちんとチェック

する必要があるもののみを基準協会としてチェックしましょうというのが今回の改定

の狙いです。いい大学であろうとするためのさまざまな外部の意見を聞いたり評価を受

けたりということは自主的な判断としておやりいただきたいと思います。 

これは決して機関が手を引くというか，省エネをねらっているわけではなくて，本来

大学評価の原点に立ち戻ろうというわけです。設置基準が簡素化され，大学の裁量権が

増すにつれ，直接社会に対して自らが責任を果たすことが求められるのは当然の流れで

あると思います。評価の作業は大変ですが，学内の評価体制を整備し，役割と責任を明

確にし，評価活動の円滑化を図ったり，大学の諸活動についてのデータベース化を進め
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たりすることで，負担は相当軽減できると思います。現在，学位授与機構がデータベー

スをつくっていますが，日本の大学が共通したデータベースを利活用できれば，事態は

随分変わってくると思います。最初はちょっと大変かもしれませんがね。 

 

達成度評価を行うとのことであるが，大学の規模，レベルによって同じ目標であっても

難易度が異なる。よって目標設定のテクニックによって評価を上げることが可能とも思

われる。第三者の評価が実績につながっていく以上，目標設定に対する評価も必要では

ないでしょうか。 

（回答） 

おっしゃるとおりです。達成度評価というのは技術的にいえば，目標を低く設定して

おけば，それは達成がしやすいし，理想を掲げると達成は非常に困難であるということ

になります。目標を掲げることが大事だと先ほどから申し上げてきましたが，目標の掲

げ方の問題がきちんと議論されなければならないと思います。掲げる目標が実現可能で

あると判断できるかどうか。つまり現有の資源や歴史や伝統や実績を念頭に置いて，ワ

ンステップアップしようとするときには，どのような目標が適切か，このことを大学に

は考えて頂きたいと思います。目標を高く設定すれば大変だから思い切り低くしておこ

うといった技術的な問題だけで考えて頂くことは問題です。達成度というと目標の実現

の程度だけを問題にしているのではなく，目標の立て方それ自体の妥当性についても評

価しようと考えています。 

一番初めにお話しすればよかったのですけれども，理念，使命，目的，目標，方針と

いう言葉がありますが，理念は大学が拠って立つ価値観ですから，第三者が云々するこ

とではないと思います。しかし，使命や目的・目標の設定には，それが実現可能である

かどうかという視点から判断をいたします。重ねて申しますが，大学が掲げる目的・目

標は，大学の見識を社会に対して示す重要なステートメントであるのです。技術論で対

応すべき問題ではありません。 
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閉会のあいさつ 

 

 

法政大学国際学術支援本部担当常務理事 

 徳安彰 

 

本日は，法政大学が開催いたしましたシンポジウムに多数お集まりいただき，大変あ

りがとうございました。お話しいただいた先生方にも改めて御礼を申し上げます。短い

時間－短くもないですか，午後の時間，かなり濃密なお話をいただき，議論がなされた

と思っております。 

 私，国際交流の担当としての立場から感想を一言だけ申し上げて閉会の辞にかえたい

と思います。担当柄，欧米，あるいはアジアの諸大学を回っていろいろな制度を見たり，

あるいは教育のシステムの変化をみておりますと，質保証というのは幾つかいろいろな

側面があるのだろうと思います。 

 お話の中で日本のガラパゴス化という話も出ました。ただ，ヨーロッパのようにＥＵ

域内を中心に教育の共通化のための大学の教育システムの共通化，カリキュラムの共通

化等を進めているところであっても，一方で，国の文化，社会の多様性は保持していく。

つまりヨーロッパがのっぺらぼうなヨーロッパになるのではなくて，各国の独自性を保

ちながら，しかし，高等教育の流動性を高めていくという，ある種二律背反的な非常に

難しい課題にヨーロッパも取り組んでいるところであります。アジアはまだそのような

枠組みができておりませんが，構想としてはアジア版のボローニャプロセスとかエラス

ムス計画に当たるようなものをつくっていこうというような話は出つつあるという状況

になっているかと思います。 

 もちろん日本の大学の国際競争力は冒頭にあったような状況では甚だ情けない。よく

あれで経済大国でいられるなと思うわけでありますが，では，日本の大学の日本として

の独自性，特色は何かをきちんと踏まえつつ，しかし，国際的に通用していく人材を育

てる。そのような教育をしていくための質保証とは何か，こういうことを考えていかな

ければいけない難しい時期に差しかかっているのだということを改めて感じさせられた
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わけでございます。 

 政府としても２年前に留学生30万人計画というような話が出て，留学生を今の倍以上

にふやさないといけないような数値目標が出たりもしたわけでございますけれども，で

は，それだけ入れて何をするのか。彼らは日本に来て教育を受ければどのような質の保

証が得られるのか。もっと露骨にいえば，どのようなメリットがあって日本に来る意味

があるのか。そういったことを各大学，そして日本全体としてきちんとアピールし，発

信していかなければ，とにかく頭数だけそろえても全く意味はないわけでありまして，

そういった課題が国際化の観点からは突きつけられていると思いながら今日のお話を聞

かせていただいた次第でございます。 

 皆様，長時間どうもありがとうございました。 
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付  録 



法政大学大学評価室シンポジウム  登壇者略歴 

◆基調講演 

 

安岡 高志 （やすおか・たかし）氏 

立命館大学教育開発推進機構教授 

 
1975 年東海大学理学部化学科助手，1988 年東海大学理学部教授，1999 年東海大学教育研究

所所長を経て，2008 年立命館大学教育開発推進機構教授（現在に至る）。 

専門は環境化学，大学教育。 

主な著書に「授業の道具箱」（共訳）（2002），「授業を変えれば大学が変わる」（共著）（1999），

「授業をどうする！」（共訳）（1995）がある。 

 

公文 溥 （くもん・ひろし）氏 

法政大学総長室付大学評価室長・社会学部教授 

 
1974 年東京教育大学大学院文学研究科博士課程修了（単位取得満期退学）。1972 年法政大

学社会学部助手，同助教授を経て 1984 年社会学部教授（現在に至る）。社会学部長，図書

館長を歴任。2007～2008 年法政大学全学自己点検委員会委員長，2008 年大学評価室長（現

在に至る）。2007 年大学基準協会大学評価委員会委員（現在に至る）。専門は国際経営論。 

 
◆パネルディスカッション 

 

生和 秀敏 （せいわ・ひでとし）氏 

広島大学名誉教授，大学基準協会特任研究員 

 

1968 年広島大学大学院教育学研究科修士課程修了。1988 年文学博士。広島大学総合科学部

教授，同総合学部長，同副学長を歴任。IDE 大学協会中国四国支部常任理事，大学基準協

会相互評価委員会委員長，文部科学省「国立大学等の独立行政法人化に関する調査検討会

議」委員，大学評価・学位授与機構外部評価委員および専門委員，国立大学協会調査研究

部プロジェクトリーダー等を歴任。専攻は実験臨床心理学。文部科学省特任研究業務とし

て「専門分野別評価の方向性」（2007），「内部質保証システムの構築」（2008）がある。 
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榎本 剛 （えのもと・つよし）氏 

文部科学省高等教育局企画官（兼）高等教育政策室長 

 

1968 年生まれ，東京大学法学部卒，1991 年文部科学省入省。教育助成局財務課，体育局生

涯スポーツ課企画調整係長などを経てオーストラリア雇用教育訓練青少年省派遣。以後も

在英日本大使館一等書記官，日本学術振興会国際事業部人物交流課長，千葉県教育委員会

教育次長などを歴任，2008 年文部科学省高等教育局企画官（兼）高等教育政策室長（現在

に至る）。著書に「英国の教育」（2002）がある。 

 
◆コーディネーター 

浜村 彰 （はまむら・あきら）氏 

法政大学常務理事，法学部教授 
 

1975 年法政大学法学部卒業，1984 年法政大学大学院社会科学研究科博士課程単位取得満期

退学。1988 年流通経済大学社会学部助教授を経て，1994 年法政大学法学部教授（現在に至

る）。2002～2004 年同学生部長，2007 年～2008 年同法学部長，2008 年学校法人法政大学常

務理事（現在に至る）。専門は労働法。 

 

 

◆司会 

川上 忠重 （かわかみ・ただしげ）氏 

法政大学教育開発支援機構ＦＤ推進センター長，理工学部教授 
 

1991 年法政大学大学院工学研究科機械工学専攻博士後期課程修了。工学博士。1993 年法政

大学工学部講師，工学部助教授を経て，2004 年工学部教授（現在に至る）。2009 年ＦＤ推

進センター長（2009 年 11 月より教育開発支援機構ＦＤ推進センター）（現在に至る）。 

専門は燃焼工学。 
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２０１０年１０月２７日 

総長室付大学評価室 

大学評価室シンポジウムアンケート結果 

 

アンケート回答総数 48 名 

 

F１ 職業  

１ 大学教員     33.3% 

２ 大学職員  43.8% 

３ 教育関係機関職員 12.5% 

４ その他 10.4% 

  その他 大学監事，民間企業，大学院生 

 

Q1 シンポジウムの情報源（複数回答あり）。 

１ 法政大学ホームページ 19.6% 

２ 大学プレスセンターニュース配信サービス 5.9% 

３ ポスター，チラシ 23.5% 

４ 広島大学高等教育センターホームページ 15.7% 

５ 日経産業新聞 2.0% 

６ その他 33.3% 

  その他 関係者・知人からの紹介，FD シンポ 

 

Ｑ２ シンポジウムに参加した理由（複数回答あり）。 

１ テーマに関心があったから 38.7% 

２ 講演者・パネリストに関心があったから 16.1% 

３ 内容に関心があったから 34.4% 

４ 法政大学主催のシンポジウムだから 9.7% 

５ その他 1.1% 

 

Ｑ３ 本日のシンポジウムについて 

内容 時間配分 

参考になった       参考にならなかった 

 

1 2 3 4 N 
長い 

丁度よ

い 
短い N 

基調講演１ 

大学の質保証と国際化 
68.8% 22.9% 6.3% 2.1% 0% 10.4% 60.4% 12.5% 16.7%

基調講演２ 

法政大学における内部質

保証 

29.2% 50.0% 18.8% 0.0% 2.1% 10.4% 66.7% 4.2% 18.8%

話題提供１ 

今後の大学評価の方向性

とあり方 

45.8% 37.5% 8.3% 0.0% 8.3% 8.3% 47.9% 16.7% 27.1%

話題提供２ 

高等教育政策における質

保証とは 

60.4% 25.0% 4.2% 2.1% 8.3% 2.1% 33.3% 33.3% 31.3%

パネルディスカッション 25.0% 39.6% 8.3% 0.0% 27.1% 0.0% 37.5% 16.7% 45.8%

シンポジウム全体 41.7% 41.7% 4.2% 0.0% 12.5% 4.2% 54.2% 4.2% 37.5%
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意見・感想 

・本務校の行事の都合により、最後まで参加しお話をきくことができず大変残念でしたが、途中まででも

お話をきくことができ、とても勉強になりました。こういったシンポジウムに出席するたび、質保証等

大学教育への取り組みには大学によって差があることを痛感します。（法政大や立命館大などがんばっ

ている大学は本当によくがんばっているが取り組みの遅い（or 取り組めない？）大学も多くあるので…）

・安岡先生の講演は大変興味深く、もう少しお話をきいてみたかった。 

・参考になりました。法政大学の関係各位に感謝します。ごくろうさまでした。 

・私立大学の質保証との視点にて開催された本シンポは大変参考になりました。また、この季節は次年度

の計画を検討し始める時期でもあることから、今後とも開催していただければ幸いです。 

・三流の大学教員が、勉強勉強と言って、質保証を議論するのは笑止である。企業と大学との基本的使命

の違いが分かっていない。 

・基調講演 1は大変よく理解できた。多くの疑問がすんなりと解ける内容であった。大学評価の意味がま

た、文科省の方針についてわかった。 

・大変参考になりました。榎本氏のフランクな話題提供。安岡先生のサードプレイスと生和先生の話題に

も共通点があり面白かった。 

・このような機会を設けていただいたことは、とてもよかった。場所もよかった。休憩時間に法政大学の

歴史的資料も見せてもらったが、これらもよかった。ありがとうございました。 

・内容が具体的、現実的でとても有益だったと思います。時間的にもう少し余裕があればと思います。 

・質保証というものの考え方が大変よく理解できました。テクニカルな話に終わらなかったことが、よか

ったと思います。 

・今後とも継続いただけることを期待しております。 

・パネルディスカッションが Q＆Aコーナーになってしまっていた。共通のテーマに関する意見や考えを

様々な視点から議論してほしかった。 

・法政大学における事例は web 等を参照すればわかることなので、違う視点での情報提供がほしかった。

・貴重な機会をお作りいただき、ありがとうございました。大変参考になりました。 

・今回のような機会を継続的に設けていただければ幸いに存じます。 

・シンポジウムのテーマ「…私立大学の質保証」に関し、①「質保証」については充実した講話がなされ

ましたが、②「私立大学」に焦点を合わす面が足りなかったように思えます。 

・政策レベルから大学でのとりくみレベルまで総合的に情報を得ることができ非常に参考になりました。

「グローバル化」という点ではあまり言及がなくて残念だった。 

・とてもおもしろいシンポジウムでした。安岡先生と榎本先生の説明時間（用意された資料に対する配分）

が少なく思いましたが、全体としてはとても参考になった。有難うございました。（但しいつまでも文

科省政策室長にたよるのではなく、自らで考え、他校を圧倒すべきことですよ！） 

・教育・学問と奥深い領域をより考える貴重な時間となりました。ありがとうございます。 

・標準化を求める企業、国際化を目指すときの指標となる海外の教育家、このような関係者の方も含めた

シンポジウムの開催が今後必要となるのではと考えさせられました。 

 

以上 

－104－


	01 目次.pdf
	02 はじめに.pdf
	03 プログラム.pdf
	04 総長挨拶.pdf
	05 趣旨説明.pdf
	06 中扉1.pdf
	07 安岡先生講演.pdf
	08 レジュメ.pdf
	09 公文先生講演.pdf
	10 レジュメ.pdf
	11 中扉2.pdf
	12 生和先生講演.pdf
	13 レジュメ.pdf
	14 レジュメ（追加）.pdf
	15 榎本様講演.pdf
	16 榎本（面付け済み）.pdf
	17 パネルディスカッション.pdf
	19 徳安理事挨拶.pdf
	20 中扉3.pdf
	21 講演者略歴.pdf
	22 アンケート報告.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Century
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




